
昭和58年4月27日の強風、異常乾燥下に

おける岩手県の火災と強風災害報告書

岩手県総務部消防防災課





延焼中の山林（久慈市 4月28日午前）

（提供一久慈地区広域行政事務組合消防本部）

焼失した住家（久慈市大尻地区 4月28日7時頃）

（提供一久慈地区広城行政事務組合消防本部）



空中消火補給基地（久慈市久慈川河川敷）

（提供一久慈地区広域行政!Jl務組合消防本部）

消火用水の運搬に活躍したコンクリートミキサー車（久慈市）

（提供一久慈地区広域行政事務組合消防本部）
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1. 概況

昭和58年4月の岩手県地方の降雨散は、中旬まで48mmと例年の80％にとどまり、更に下旬には睛天

が続き 4月23日から異常乾燥注意報が発表されていた。

4月27日に至り、強い寒冷前線が東北地方を通過した後、正午前後から県内各地域で強風が吹きあ

れ、盛岡市において日最大瞬間風速が33.5m/s (15時40分、 W)を記録するなど、この強風は県下全

域に及んだ。

このような異常気象条件のもとで、同日 IO時頃、施沢村と西根町にまたがる自衛隊演習地内で、ま

た、 12時05分には久慈市上長内小屋畑地内で林野火災が発生するなど、夕刻までに県下14市町村で大

小18箇所の火災が発生し、加えて強風により西根町、紫波町等県下各地で水稲育苗ハウス等が倒壊す

るなど、股業施設等に甚大な被害が生じた。

特に大火災となることが懸念された久慈市、岩泉町、大槌町、西根町、室根村では災害対策本部を

設附し、隣接市町村の支援を受け消防団貝等を総動員して消火に当たったが、久慈市、岩泉町、大槌

町、西根町及び施沢村の火災は夕刻に至っても火勢が衰えず、殊にも久慈市玉の脇、二子、舟渡、大

尻地区では山林から住宅に延焼し、ますます被害が拡大する様相を呈した。

このため、県においても午後 7時に災害対策本部を設骰し、現地と密接な述携を図り梢報の収集に

努めるとともに、県の備蓄消火剤等を緊急輸送したほか、自衛隊の派遣を得て地上及び空中両面から

消火活動を展開する一方、海上保安庁の巡視船及び民間船の協力を得ながら被災住民の救助作業を行

うなど、関係市町村ともどもその対策に全力を傾けた。

しかしながら、強風が依然としてやまないまま夜を迎えたこと等の悪条件が重なり、また飛火によ

り延焼範囲が拡大したこと、更には屯柱の倒壊、屯線の切断等により屯気、通信機能が麻痺したこと

などから消火活動は困難を極めた。このため、風のおさまるのを待ってヘリコプターによる空中消火

活動を開始し本格的な消火活動を行ったが、久慈市においては51時間も燃え続け、 29日15時30分よう

やく鎮火した。

今次災害の被害は、人的被害が強風関係で死者 1名、蛍軽傷者17名、火災関係では軽楊者 9名、合

計27名の死傷者が発生した。

また、被害額は50位 6千8百余万円にも逹し、昭和36年の三陸フェーン災害に次ぐ林野火災となっ

たが、大規模な林野火災にもかかわらず火災による死者が発生しなかったことは、不幸中の幸いであ

った。
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2. 気象状況

(1) 概況

岩手県地方は、 4月23日から26日にかけて華北方面から移動して来た高気圧におおわれて睛天が続

き、 26日には盛岡の最高気温が27.5℃を記録（ 4月第 2位）した。また、空気も非常に乾燥し、異常

乾燥注意報が継続しており火災の起こりやすい気象状態となっていた。

27日に入って、高気圧の中心が三陸はるか沖に去ったが、中国東北区に発逹中の低気圧があり、ま

た津軽海峡の西方に低気圧が発生し、これから伸びる寒冷前線が日本海沿岸沿いに輪島付近に伸び、

このため東北地方は南北問の気圧の傾きが大きくなり、南よりの強い風が吹きやすい状態となっていた。

津軽海峡付近の低気圧から伸びる寒冷前線が通過した12時すぎから風向は西よりに変わり、風速も

強まった。そのため、東北地方太平洋側の地方は奥羽山脈を越える西よりの風によってフェーン現象を

起こし、高温乾燥した強風が吹き流れて、辿日の睛天で乾燥していた空気は更に乾燥し、火災の発生

に対して非常に危険な状態となった。

盛岡の日最大瞬間風速33.5m/s(15時40分、 W)は4月としては第 1位、通年で第2位の記録となった。

（地上天気図）

（気象官署風速・湿度表）

27 日 最大風速 最大瞬間風速 日平均湿度 最 小 湿 度

盛 岡 WSW 16. 3 m/s w 33. 5 m/s 56% 35 % 

宮 古 WSW 9. 9 m/s, WSW 28. 7 m/s 50% 29 % 

大 船 渡 SSE 6.1 m/s N W  17.1 m/s 54 % 28% 
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（参考：各地の気象状況）

こ 観測日時 風 向 平均風速 瞬Iii]風速
最大瞬Iiil

気 温 湿 度
風 速

久慈地区広域行政事務
m/s m/s “S ℃ ％ 

4. 27 
組合久慈梢防署

12:00 
NW  5. 2 10. 0 

(15:00) 
24. 5 17.0 

（久慈市）

大槌消防署 4. 27 
SW  4. 0 27. 0 28. 0 

（大槌町） 15:00 

盛岡地区広域行政事務 4. 27 
組合盛岡消防署 W S W  16. 0 22. 1 36. 0 

（盛岡市） 15:00 

花在地区梢防事務組合 4. 27 
花在消防署石島谷分署 w 7. 5 23. 0 31. 0 

（石恥谷町） 15:00 

両磐地区消防組合千厩 4. 27 
消防署 NW  7. 0 27. 0 37. 0 

（千厩町） !3'.30 

八戸海上保安部巡視船 4. 27 
（あぶくま） 38. 0 

（久慈洒） 15 : 18 

松尾村公営事業所 4. 27 
39. 0 

（松尾村） 14:30 

国鉄岩泉線浅内駅
4. 27 

w 20. 0 30. 0 
43. 5 

13:30 (14:35) 

陸上自衛隊岩手駐屯地 4. 27 
SSW 10. 0 32. 0 25. 0 35. 0 

（沌沢村） 12:00 

測日本所逍路公団一本木観 4. 27 
16. 5 22. 0 

（滝沢村） 11:30 
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（観測表 ）

盛岡地方気象台 宮古測候所

： ＂峙

風 風 気 湿

向 速 温 度

(16方位） (m,s) （℃） (%) : 日時

風 風 気 湿

向 速 温 度

(16方位） (m/s) （℃） (％） 

27 6 s 3.6 14. 3 65 27 6 SSE l. I 13. 3 75 

7 SSW 3. 9 14. 3 69 7 SW  I. 4 14. 5 69 

8 s 3. 6 15. 6 60 8 s 1.1 17. 9 61 

， s 7. 2 15. 6 63 ， NNE I. 6 19. 0 52 

10 s 7. 8 18. I 60 10 SSW 4. 5 26. 4 37 

11 s 8. 3 21. 9 50 11 SSW 5. 1 26. 7 36 

12 WSW 1L8 23. 9 36 12 SSW 5. 5 26. 6 34 

13 w 9. 4 22. 3 39 13 WSW  6. 9 26.1 32 

14 WSW 1L3 20. 8 39 14 SSW 5. 5 26. 2 31 

15 WSW 15. 5 22.1 36 15 WSW  4. 9 24. 8 31 

16 w 13. 7 19. 7 45 16 WSW  9. 3 24. 0 29 

17 w 10.0 18.4 50 17 WSW  7. 6 22. 5 34 

18 w 5. 9 16. 9 55 18 w 3. 7 21. 2 37 

19 WNW 7. 4 16. 6 55 19 WSW  3. 5 20. 2 39 

20 WNW  8. 5 15. 8 57 20 SW  1. 5 19. 3 40 

21 WSW  6. 0 15. 0 59 21 SW  4. 7 19. 3 39 

22 WSW  5. 5 14. 6 60 22 SSW 3. 2 18. 5 41 

23 SW  4. 8 14. 3 61 23 SSE 4. 0 16. 9 47 

24 w 1. 6 13. 8 64 24 s 3. 2 16、5 48 

28 1 NNE 2.1 13. 2 65 28 I WSW 3. 4 16. 7 45 

2 SSE 4. 7 11. 7 69 2 w 2. 5 16. 6 43 

3 SSE 3. 5 12. 3 65 3 w 2. 6 16. 7 42 

4 s 4. 5 13. 5 61 4 WNW 2. 6 16.1 45 

5 SSW 0. 4 11. 0 72 5 WNW LI 15. 9 46 

6 SE I. 9 JO. 9 74 6 SW  2. 8 16. 5 44 

7 SSE 2. 4 12. 3 70 7 WSW 2. 4 16. 2 49 

8 0. 2 14. 4 62 8 WSW  2. 5 18. 7 39 

， WSW 0. 7 17. 4 51 ， w 2. 8 20. 7 33 
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大船渡測候所 久慈（アメダス観測汽料）

口~ 
風 風 気 湿

向 速 温 度

(16方位） (m/s) （℃） (%） ： 日睛

風 風 丘メ＼ 湿

向 速 温 度

(16方位） (m/s) （℃） (％） 

27 6 0. 2 II. 0 27 6 WSW I 11. 5 

， SE I. 9 16, 9 63 7 SW  1 12. 4 

12 SE 3. 2 21. 2 8 ENE 2 14.1 

15 SSW 2. 8 24. 9 30 ， ENE 4 14. 9 

18 w 3. I 22. 7 10 WSW  6 25.4 

21 WNW 0. 8 19. 4 35 11 WSW 7 25. 4 

24 NW  0. 6 13. 7 12 WSW  5 26. 2 

28 3 NW  0. 8 13. 4 58 13 WSW 8 25. 3 ナ

6 N 4. 1 15. 5 14 w 5 24 7 

， SE 0. 9 17. 2 52 15 WSW  10 24. 3 

16 w 8 23. I 

17 WSW 10 21. 3 

18 WSW  6 20. 5 

19 WSW 8 19. 2 

20 w 4 18. 6 

21 X X X 

22 w 4 17.4 

23 X ＜ X 

24 w 4 16. 8 

28 I w 6 16. 6 

2 w 4 17. 7 シ

3 w 3 18. 6 

4 WSW 1 18. I 

5 WSW  2 18. 7 

6 

゜
18. 5 

7 WNW I 20. 1 

8 w 2 22. 3 

， NNW 2 24. 2 
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12) 気象予警報の発表状況（盛岡地方気象台発表）

ア 昭和58年4月23日 11時15分

強風注意報

波浪注意報
｝継続

異常乾燥注意報一新規

発逹した低気圧がカラフト付近にあり、日本付近では、等圧線が南北に混んでいます。

このため岩手県では、今日一杯西よりの風が強く、海上では波が高いでしょう。

また、空気が乾燥し、火災の起こりやすい気象状態が続きますので、火の元には十分注

意して下さい。

なお、実効湿度は60~65%、最小湿度は40％以下、最大風速は陸上で10-15m/s、海上

や山岳では15-20m/s、波の高さは 3~5 mぐらいでしょう。

イ昭和58年4月23日 21時50分

強風注意報
｝解除

波浪注意報

異常佗燥注磁報一継続

県内全般に空気が乾燥しており、また、西よりの風が強いですから、火の取り扱いに引

き続き注意してください。

なお、明日の実効湿度は50-55%、最小湿度は20%、最大風速は7~8m/sぐらいです。

ウ昭和58年 4月27日 11時20分

異常乾燥注意報一継続

強風注意報

波浪注意報
｝新規

発達した低気圧が沿海州の西部にあって、東北東に進んでいます。

岩手県では、今日は、南よりの風が陸上、海上ともに次第に強くなり、今夜は西よりの

風に変わって、明日の日中にかけて強く吹くでしょう。

海上は、明日にかけて波が高くなるので、船は十分注意してください。

風速の最大は、陸上で10~15m/s前後、海上や山岳では20m/s前後、また、空気が乾燥

していますので、引き続き火の取り扱いには十分注意してください。

実効湿度は50％前後、最小湿度は40％ぐらいが見込まれます。

工 昭和58年4月27日 15時25分

強風に関する気象情報

岩手県では、今夜はじめにかけ強い風が吹き続き、海上では荒れ模様が続くので、各方

面とも十分注意が必要です。

12時現在、発達中の低気圧は、梢丹沖にあって北東に進んでいるため、北日本は気圧の

- 6 -



傾きが大きく、岩手県では昼前後から南よりの風が強くなっています。

15時現在、盛岡での最大瞬間風速30.7m/s(14時57分観測）、平均風速 16m/sとなってい

ます。

また、 15時現在の県内の平均風述は、山形lOm/s、久慈!OmAl、好限10m/s、住田lOm/s、

宮古 5mAl、山田 8mAl、紫波 7m/sになっています。

この風は、今夜はじめにかけ強い見込みで、特に数日前から空気が乾いているため、火

災の起こりやすい状態となっているので、火の取り扱いに十分注意してください。

オ昭和58年4月28日 5時20分

強風注意報
｝解除

波浪注意報

異常乾媒注意報一継続

発達した低気圧は、千島中部に去り、岩手県の風はおさまりました。

しかし、空気が引き続き乾燥しており、また、山林火災の発生しているところでは、時

々突風が起こりますので、各方面とも十分注意してください。

予想湿度は30％ぐらい、実効湿度は50％ぐらいです。最大突風は南よりの風が7~8m/s、

の見込みです。

力昭和58年 4月28日 21時30分

異常乾燥注意報一継続

強風注意報

波浪注意報
｝新規

岩手県では、今夜半過ぎから明日にかけて、南よりの風が陸上、海上ともに次第に強ま

り、海上では波が高くなるので、船は十分注意してください。

風速の最大は、陸上で15mis前後、海上や山岳では20m/2;前後の見込みです。

また、空気はまだ乾燥してますので、引き続き火の取り扱いには十分注意してください。

実効湿度は50％前後、最小湿度は40％ぐらいが見込まれます。

キ昭和58年 4月29日 5時15分

異常乾燥注意報ー解除

強風注意報

波浪注意報
｝継続

岩手県では、今日一杯南よりの風が強く、海上や山岳では荒れ模様の気象となるでしょ

う。

海上では、波が高くなりますので、船は十分注意してください。

最大風速は、陸上では10~15m/sぐらい、海上や山岳では20m/s前後、波の高さは 3~5

mぐらいです。
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ク 昭和58年 4月29日 9時10分

強風注意報
｝解除

波浪注意報

（気象予警報等発表経過図）

月 三日時
異常乾燥注意報

日 時

4月 6 

23 12 -
11:15 --

18 -

24 

25 

26 

6 -

27 12 -

18 -

6 -

28 12 -

18 -

5:15 -

6 -

29 12 -

18 -

強風注意報 波浪注意報 気象情報

21:50 21:so 
—ヒ

11:20 __ ll:20.,. 

1 5 : 25. 

5 : 20 5:20 --

21:so • " 21:30 『

9:10. _ 9:10. _ 
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3. 火災の状況

（1) 概 況

4月27日、県内で14市町村18箇所において火災が発生し、強風、異常乾燥下の中で飛火延焼拡大し、

久慈市長内地区をはじめとする 6箇所の林野火災は、焼損面梢10ha以上の大火災に拡大した。

本年 4月に発生した火災は 104件であるが、異常乾燥注意報が発令された 4月23日以降の火災発生

状況をみると、日増しに出火件数は増え、 27日には18件 (4月出火件数の17%）と短時間のうちの出

火状況としては最悪の状態となった。

27日の火災を出火時刻別にみると、 10時から16時台にかけて平均的に火災が発生しているが、これ

は、午前中くもりで比較的風が弱かったために、火に対する警戒心がうすく火気の使用件数が多かっ

たことが一因として考えられる。

28日以降は、久慈大火の大々的報道等により警火心が翡まり、火災件数は28日3件、 29日、 30日は

ゼロという結果になって表われている。

(2) 出火原因

出火原因は、たき火、たばこ等そのほとんどが人為的なものである。具体的には、出火者が覆土等

により火を消したつもりが、完全に消火されないで折からの強風により再燃し延焼したという事例が

多い。（室根村津谷川の火災では、出火当日の 5日前に覆土処理した残火が再燃したものである。）

延焼中の山林（久慈市平沢地区 4月27日16時頃）

（提供一久慈地区広域行政事務組合消防本部）
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(4月23日から 4月30日にかけての火災発生状況）
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(4月27日の火災発生場所）
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(4月27日の火災発生状況）

番 焼拍面秘 り世 狽害額 死

(9) 出火時刻 鎖火時刻 出 火場 所 出火原因

林 野 建 物nl) 
帯 （うち林野）

高号
(a) ( 災数 （守l)

1 6 : 00 6:15 葛務町プ葛工場巻
チッ サイロ 熔の接接触器 149 4. 826 

2 10:00 4月28日
滴自衛沢村隊t大t字弾滴地沢 たき火 47,419 1. 079 2 438,846 6) 15:00 (372, 47 

3 10:32 10:43 道大槌路町吉里吉里 不 明

4 11:05 11:22 住一戸屈敷町高地内善寺 たき火

5 11:15 11:35 木北上材戦市場飯既の製町品庫 たき火 75 

ヽ 6 12:05 4月29日 久天然慈林市長内町 たばこ15:30 108,460 17,371 61 1,(273743, , 128 
020) 2 

7 12:40 18 : 00 室人根工村林津谷川 燃えさし 3,300 (1199,,99227 7) 

8 13:30 4月28日 岩山泉麓町釜律田 マ ッ チ 162,598 690,655 
17:32 (676,077) 

， 13:45 13:57 工盛場岡敷市み地たけ 1丁目 たき火 227 

10 14:04 14:24 天ー然関林市舞川 たき火 1 

11 14:10 4月28日 石人烏工谷林町大瀬川 たき火 2. 408 13,934 
2:15 (13,934) 

12 14:23 14:50 東天然山林町田河津 火たきの火粉の 16 

13 14:40 15:07 貯室根木場村折敷墜地内 煙火 突 の
の 粉

14 15:os 15:25 矢人工巾林町大字上矢次 たき火 3 15 I 315 
(215) 

15 15:10 19:29 久人慈工林市宇部町 たばこ 390 1,虐翡）(I, 

16 15:23 4月28日 大人槌工林町小鎚 不 明 11,090 3 I 131,541 1 11:00 (129,816) 

17 16'.00 ]6:33 北人上工林市飯既町 火たきの火粉の 2 19 
1 (19) 

18 16 : 05 17:35 大人船工林渡市赤崎町 不 明 70 22,, 410 
(410) 

計 335, 757 18,617 65 2,597489, , 749 
(!, 740) 4 

（各消防本部調）
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（火災の状況ー焼損面秘10ha以上のもの）

＼ 久慈市 岩泉町
沌沢村 大槌町

石 烏 谷 町 室 根 村
西根町 紫 波 町

久慈市長内町 岩泉町釜津田 滝沢村大字施 大槌町小鎚第 石島谷町大瀬 室根村禅谷川

出 火場所 第17地割77番 字沢口16酢地 沢第24地割字 25地割 124- 川第1地割303 字大森 1-30

地 イ号 後394番 内ー 2号 番地

出 火 日 時
4月27日 4月27日 4月27日 4月27日 4月27日 4月27日

12: 05 13: 30 10 :oo頃 15: 23 14: 10 12: 40 

発 火 源
4. 2. l 4. 2. 2 4た.l. 3 き

， 4, 3. 3 4燃.1. 4 
たば こ マ ツ チ 火 不 明 た き 火 えさし

経 過 6投.4げ捨て
4. 5 4. 5 ， 

4火.5 の粉が飛火 火4.の5粉が飛火
出

火の粉が飛火 火の粉が飛火 不 明

祈 火 物
3枯. I. I 3. I. 2 

草 落 低
枯3. l.1 

.1，―’― ; 

3枯. 1. I 
草

3枯. I. 1 
草

3落.1. 2 
業

火
（不明） 朝民家脇の畑 前日自衛隊が （不明） 午前中逍路工 4月22日林道

で行ったゴミ 行った野焼き 事に使用した 開設工事のた

原 焼の残火が古 の残火（推定） 残材を焼却し め伐採した樹
根株に行火し、 が異常乾燥と たが、午後強 木を焼却し覆

原因の詳細 気温の上昇と 強風にあおら 風により残火 土したが、 27

因 強風により 12れ火の粉が飛 が飛散し枯草 日、強風によ
m程離れた山 火し、周囲の に行火延焼 り残火が飛散
すそに飛火延 原野、山林に し附近の落菜
焼 延焼 に祈火延焼

火元の位骰 頂 上 山 麓 山 麓 沢 筋 d l 腹 沢 筋

斜而方位 南 東 南 南 南 東南 東 西

火
傾 斜 中 忽 平 中 中 念、

元 斜 面 長 70 m 100 m 250 m 287 m 320 m 920 m 

及 地被物の散 中 中 中 中 中 中
び

松枯草の枯、笹枝、 落落葉枝、、 枯杉松草の周 地被物の種類 落葉、シダ類 枯草、カヤ 落菜、杉の落枝 落葉、松の落枝

辺
の 森林種別 立ロ“ 通林 普 通林 普 通林 普 通林 9Lk I 通林 制 限林

状 人 天 別 天然林 天然 林 天然 林 人工林 人 工林 人 工 林
況

樹 種 赤 松 雑 木 赤 松 杉 杉 松 赤松から松、杉

林 ＾ T】

7 年 15 年 40 年 20 年 6 年 23 年

樹 古,,,1 3 m 4 m 6~7m 15 m 2 m 5 m 

発 見 日 時 4月27日 4月27日 4月27日 4月27日 4月27日 4月27日
12: 07 13: 38 10: 15 15: 25 14: 40 12: 45 

党知 日 時 ” ” ” ’’ ” ” 
12: 08 13: 38 11: 55 15: 26 14: 53 12: 59 

此 知 方 法 火災専報用知電話 火災専報用知軍話 一般加入電話 火災専報用知屯話 火災報専知用
屯話

．村役場直通屯話

魯沿行 消日 闘4月27日 4月27日 4月27日 4月27日 4月27日 4月27日
12: 11 14: 11 12: 07 15: 29 15: 10 13: 21 

放 水 開 始 日 時 ” ” ” ” ‘’ 
12: 12 14: 12 13: 00 15: 30 15: 40 

火 勢 鎮 圧 日 時 4月29日 4月28El 4月28日 4月28日 4月28日 4月27日
10: 30 16: 00 11: 13 2: 00 1: 50 17: 00 

鎖 火 日 時 ” ” ” 
99 ” ” 

15: 30 17: 32 15: 00 11: 00 2: 15 18: 00 
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(3) 延焼拡大の状況

火災の延焼拡大の原因としては、①気象状況、②強風による飛火の発生、③地理地形の状況、④通

報の遅れ、⑤水利の不足等が考えられるが、最大の原因は強風による飛火が発生したことがあげられ

る。

大火災に発展した 6箇所の林野火災では、すべて数箇所への飛火が発生しており、久慈市長内町の

火災においては、風下方向に消防隊の主力を投入して防ぎょに当たっていたものが、風向が急変し東側

方向に飛火し、沿岸方面へ延焼拡大している。また、飛火の範囲も長距離に及び、短時間のうちに 1km 

以上も離れた地点に複数飛火した事例も発生している。

更に、複雑急峻な地形が消防隊の進入を阻み、また、強風、異常乾燥下の中で火足が想像以上に速

く、防火線の設定が困難であったことも大きな拡大要因となっている。

しかしながら、人為的な面が拡大の原因になっている事実も見逃がすことはできない。

第 1は、通報の遅れであり、特に、滝沢村・西根町の火災においては、消防機関に通報があったの

は出火後 2時間余りたった後であり、飛火による延焼拡大はあったものの、通報の遅れが拡大の大き

な原因であったことも事実である。石烏谷町大瀬川の火災においても出火から約40分後の通報であり、

消防隊到着時には延焼範囲は相当拡大し、火勢は峰付近まで逹し手がつけられない状態であった。

4月27日の火災18件のうち小規模でくいとめた11件の火災の出火から鎖火までの平均所要時問は約

26分であり、早い党知と初期消火が拡大を阻止した大きな要因となっている。

第 2は、水利の不足であり、ポンプ、人員が多数動貝されたにもかかわらず、水利が少なかったた

めに消火活動は大幅に制約された。

久慈市では水利不足を補うため、ミキサー車が活用されたが、水利不足の解消には至らなかった。

室根村及び石烏谷町においては、ポンプ車等による放水のための有効水利がなく、専ら可搬式散水

装誼（ジェットシューター）による消火活動を余儀なくされている。

火災の鎖圧原因は、言うまでもなく長時間に及ぶ人海戦術の賜であるが、他方、気象状況の好転、

稜線等による自然焼け止り等が幸いしたことも事実であり、逆に言えば、異常気象下の中での林野火

災の防ぎょの難しさを物語っている。
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（火災延焼拡大図）
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(3) 滴沢村、西根町
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—--'--—-“---— J — -へ‘‘稜̀  - ］ 
‘‘̀ ー、隻

,500m＼しこミ晨扇》侃沖／
璽置〗 27 日 1s:oo I 
111111111,, 11=00 I 
|~~ →し‘,:，-I.,19:00 I 

I I 28日 2:00I 
III囮ンマ ',.:~;\•ー、

゜ 出14:

゜
u lμJ 500m 1km 

(6) 室 根 村

l 直 ん命・・,ぶ云ゾ ¥＼‘ 

腿 27日

111111111,, 

500m 

。
400m 

- 17 -



4. 防ぎょ活動

(1) 概況

今回の火災は、強風下の中で飛火が多く、また、延焼速度が速かったこと、焼損範囲が広大であっ

たこと、火点が人家に近く延焼の危険が大きかったこと及び付近に有効水利が少なかったこと等悪条

件が重なり、各消防隊は悪戦苦闘を強いられた。

強風、異常乾燥下における林野火災を、消火活動により早期に鎖圧することは困難であり、更に、

消防職団員等の人命にかかる危険度も高いことから、各地では民家の防ぎょを第一とし、飛火警戒に

重点を四＜防ぎょ体制をしいた。

これは、昭和36年の三陸フェーン災害をはじめ幾多の林野火災の教訓から得た判断によるものであ

ったが、他方、久慈市においては、風向の急変により飛火警戒隊の手薄な沿岸各集落が羅災するとい

う事態も発生しており、異常気象下においては、風下方面だけでなく相当広範囲にわたる飛火警戒、

防ぎょ体制をしく必要があるという賀重な教訓を残した。

(2) 出動状況

今回の火災には、地元消防機関、消防協力者をはじめ、隣接消防機関、自衛隊、海上保安庁等々延

16,679名にも及ぶ人員が出動した。

その中で特徴的なことは

① 県内外から多数の自衛隊員が出動し、地上、空中から大規模な消火活動が展開され、また、本県

では初めて、大型ヘリコプター (V-107千菜県木更津市、第 1ヘリコプター団）による空中消火

が実施されたこと。

② 八戸海上保安部及び民間会社（宮城建設闊）による海上からの救助、避難活動が実施されたこと。

③ 近隣市町村等に対する応援要請が比較的早期に行われ、広域的な消防体制がとられたこと。

④ 久慈市におけるミキサー車の出動等民間、地域住民が多数消防活動へ支援、協力したこと。

等であり、いずれも災害防ぎょ、被害の軽減に大いに寄与したところである。

出動した関係機関を含めた指揮統制、連絡体制に多くの反省材料を残したものの、可能な限りの体

制がとられたものと言える。
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（関係機関の応援出動状況）
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（機関別出動状況）

11) 自衛隊の出動状況

＼ 
~Jj271! 4 JJ 28 [ l 4 fl 四 [I 合 計 （延数）

人 U ヘリ 9 | （hり 人 u へり 911山 人 u ヘ＇！ ,1（山 人 U ヘ，) ili両

A ； 
(2) 2 ， f9 t ？ ； 

18 人 (2)4 棗 “ 
空

東北方面航空隊（仙台） (6) 12 (6) 

巾
第 1ヘリコプ（木ク更ー祁P_）I (！3) 20 (2) 4 8 2 (13) 祖 (2) 6 

久 泊 第 9飛行隊（I＼戸） 16 2 16 2 32 4 

火．
,Jヽ a t (19) 48 (4) 8 30 6 { 19} 78 (4) M 

慈
地

岩手駐屯 部 隊 131 13 (9) 131 14 (235) 131 42 （244) 393 69 

.t 八戸 1四 J6 ］師 27 480 64 8-05 107 

市 梢 青森 65 30 85 180 

火
小 ; t 325 29 (9) 357 4 l (235) 696 106 (244) I. 378 176 

計 3お 四 （潤） 105 (4) 8 4 1 (235)726 6 106 （加3)］，456 (4) 14 176 

空 東北方面航空隊（仙台） (10) (2) (lOl (2) 

店 999 1lllへりコプ9水タ更-II,り•jI 
梢

(10) (2) (10) (2) 

泉
火 9lヽ i t (20) (4) (20) (4) 

町 i地n上火 粉手駐屯部似 4 l 4 I 8 2 

i t 4 I (20) 4 (4) I (20) 8 (,i) 2 

空
東北Jilffi航空隊（仙台） 8 2 20 4 28 6 

,,, 第 1 へりコ 7（~人9＇出-I1t,") 1 3 2 13 2 
滋

梢 第 9飛行隊(1¥(i) 3 I 3 I 6 2 
沢

火

村 小 i i ll 3 36 7 47 10 

地
t；手駐屯部隊 707 67 639 訊 1, 346 l5l 

円
」： 胄麻 242 M 以2 " 

481 氾

919 
梢 弘前 402 20 402 ⑳ 珈 40 

町 火
9lヽ i t I, 351 IOI l¢83 118 2,634 219 

; t l, 362 3 IOI l, 319 7 118 2．邸］ JO 219 

大地 上牡手駐屯部隊 4 I 4 I 

槌柑火 仙 台 ” 4仮｝ 65 4鋭 65 

町 i t 502 66 502 66 

東北IJiIii航咆隊｛仙台） 8 2 (16) 32 (4) 6 6 2 (16) 46 (4) JO 

空

91 9 第 1へ＇)コプ（木>[-ilI9，") (23) 33 (4) 6 8 2 (23) 41 (4) 8 

沿 第 9飛行隊（八P) 3 I 19 3 16 2 38 6 

合
火

9lヽ ,1I II 3 (39) 84 (8) 15 30 6 (39) 125 (8) 24 

料手駐屯 部 隊 812 81 (9) 778 IOO (235) l31 42 (244) I, 751 223 

地 八 93 ” 129 16 I引 27 480 64 凹5 101 

j; tt 森 99 3fY/ 94 ，，2 14 邸 664 お

計 捐 弘前 ” 402 20 402 20 邸 40 

火 仙台 498 95 498 65 

小 i t 1,6IIO 131 (9)2. M6 226 (235) 6的 106 （別4)4,522 463 

合 ,II・ I. 691 3 131 (48)2,230 (8) 15 226 （お5)726 6 106 (283) 4,647 (8) 24 463 

（注） 1. 消火活動に従事した人員を計上している。

2. 久慈市の（ ）外杏き一沌沢村、西根町から移動。

3. 岩泉町の ” ―一本木（滝沢村）から空中消火実施
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(2) 市町村別出動状況 （単位：人、台）

区〗------------巴竺［名 久慈市 岩泉町 沌西沢根村町 大槌町 石紫島波谷町町 室根村 ＾ ロ

計

消 防 本 部 40 23 227 26 8 58 382 

応援消防本部 22 16 26 64 

4 
消 防 団 546 530 610 246 240 210 2,382 

応 援 消 防 団 320 81 630 411 220 560 2,222 

月 自 衛 隊 325 4 1. 362 1,691 

27 営 林 署 13 87 80 34 52 40 306 

消 防 協 力 者 196 435 600 13 96 1,340 

日
そ の 他 125 150 61 194 11 541 

,t・ 1, 565 1,310 2,970 1,533 560 990 8,928 

ポンプ車等長の他車両 75 | 93 79 | 14 114 I 128 s2 I 19 49 I 18 58 1 23 4叫 295

消 防 本 部 53 23 29 26 8 139 

応援消防本部 2 2 

4 消 防 団 549 560 149 246 60 1,564 

応 援消 防 団 368 30 398 

月
自 衛 隊 433 24 I. 319 502 2,278 

28 中白t 林 署 43 62 163 8 11 287 

消 防 協 力 者 145 570 200 15 930 

日
そ の 他 148 160 18 194 6 526 

計 1,739 1. 399 1,678 1,176 132 6, 124 

ポンプ車等長の他車両 77 | 132 72 I 19 33 I 156 19 | 81 61 7 I 207 I 395 

消 防 本 部 36 36 

応援消防本部

4 消 防 団 330 330 

応援 消 防 団

月 自 術 隊 961 961 

29 呼占 林 署 5 5 

消 防 協 力者 174 174 

日
そ の 他 121 121 

計 1,627 1,627 

ボソプ車等Iその他車両 46 I 1s3 I I I I I 46 / 153 

消 防 本 部 129 46 256 52 16 58 557 

応援消防本部 22 18 26 66 

ムロ 消 防 団 I, 425 1,090 759 492 300 210 4,276 

応 援消 防 団 688 81 630 411 250 560 2,620 

自 衛 隊 I. 719 28 2,681 502 4,930 

呼凸 林 署 61 149 243 42 63 40 598 

消 防 協 力 者 515 I, 005 800 28 96 2,444 

計 そ の 他 394 310 79 388 17 I, 188 

計 4,931 2,709 4,648 2,709 692 990 16,679 

ポンプ車等lその他車両 198 I 378 151 I 33 147 I 284 71 I 100 55 I 25 58 I 23 s8o I 843 
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(3) 地区別出勅状況

げ1久慈市

機：：ご
久務慈組地合区麻域防行本政事部

久慈消防署

種市分逍所

大野 ” 
山形 ” 
野田 “ 
晋 代 ” 

計

久慈市消防団

種市町 ” 
大野村 が

山形村 ” 
野田村 ” 
普代村 “ 

it 

自 術 隊

営 林 署

筈 察

消防協力者

合 計

ジェットシューター数

印岩泉 町

機＼関名分

扉沓贋鸞情悶噂
岩泉町消防団

葛巻町 ” 
計

目 衛 隊

営 林 署

岩泉町役場

消防協力者

＾ E / ‘  

計

ジェットシューター数

4 月 27 日 4 月 28 日

人員 車ボソ等プ そ車の他両 人員 車ポン等プ 車乏の他両

3 l 3 l 

30 4 2 30 4 2 

4 1 5 1 

3 

3 

4 

3 5 

40 4 4 53 4 4 

546 42 ］ 549 42 l 

90 10 l 85 8 1 

63 7 I 54 6 l 

45 3 2 75 7 l 

81 5 2 99 5 2 

411 4 1 55 5 l 

&36 71 B 917 73 7 

325 29 4祁 岱

13 4 43 7 

125 29 148 34 

196 19 J45 27 

!, 565 75 93 I, 739 77 132 

53 -”→-^’ レ 231 
•一

i 

4 月 27 日 4 月 28 

人員 車ポン等プ そ車の両他 人員 車ボン等プ

23 2 2 23 I 

530 67 560 67 

81 6 

611 73 560 67 

4 I 泌

87 4 11 62 4 

150 160 

435 570 

l, 3 10 79 14 J,399 72 

380 

•一
一^―-一ク 480 一
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（単位：人、台）

4 月 29 日 合 計（延数）

人員 車ボソ等プ 車生の他両 人員 車ポン等プ 車その他両

3 I ， 3 

30 4 2 90 12 6 

3 1 12 3 

3 

3 

4 

8 

36 4 4 129 12 12 

330 42 l 1,425 126 3 

175 18 2 

ll7 13 2 

l 20 10 3 

180 10 4 

96 ， 2 

額， 42 I 2,113 186 !6 

961 112 I, 719 194 

5 2 61 13 

121 祖 394 91 

174 6 515 52 

l, 627 46 153 4,931 1碑 378 

126 

一
し 410 ＾ ~ ~. レ—--

（単位：人、台）/

日 ＾ ロ

計 （延数）

車至の他両 人貝
ポンプ 車その他両
車等

2 46 3 4 

1.09(J 134 

81 6 

1,171 140 

6 お 7 

11 149 8 22 

310 

I, 005 

19 2,709 151 33 

L 部0 ---一



1ウ）滝沢村、西根町 （単位：人、台）

＼機関名分

4 月 27 日 4 月 28 日 ムロ 計 （延数）

人員 車ポン等プ そ車の他両 人貝
ボンプ その他 人 員 ポンプ その他
車等 車両 車等 車両

盛務岡組地合区消広域防行本政事部 15 5 15 5 

盛岡梢防署 124 4 2 4 I 128 4 3 

弔 石 分 署 11 11 

葛 咎 ” 7 7 

岩手 ” 11 1 11 1 

西根 ” 17 I 1 16 1 I 33 2 2 

滝沢 " 15 1 I ， 1 l 24 2 2 

松尾 ” 8 1 8 1 

玉 山 99 11 I II I 

安 代 ” 8 8 

計 227 7 11 29 2 3 256 ， 14 

盛岡市消防団 94 6 94 6 

雫石町 ” 45 6 45 6 

岩手町 ” 133 18 133 18 

西 根 町 ” 350 29 149 25 499 54 

沌沢村 ” 260 11 4 260 11 4 

松尾村 ” 80 6 80 6 

玉山村 ” 278 25 I 278 25 I 

計 I, 240 101 5 149 25 I, 389 126 5 

自 衛 隊 1,362 6 98 !, 319 6 119 2,681 12 217 

営 林 署 80 14 163 34 243 48 

滝沢村役場 11 8 19 

西 根 町 ” 50 10 60 

＾ ロ

計 2,970 114 128 I, 678 33 156 4,648 147 284 

ジェットシューター数 315 レ 94 ／ 
し一 409 レ

一 一
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（エ）大槌町 （単位：人、台）

二分 4 月 27 日 4 月 28 日 ＾ ロ 計（延数）

人且 車ポン等プ 車その他両 人員 ポンプ 車その他両 人員 車ポン等プ 車その他両
車等

大槌大町槌消防町本部消 防署 26 4 5 26 4 5 52 8 10 

釜石釜市石消防市本部消 防署 8 I 8 I 

宮古山地区田広域消消防防組合署 10 I 10 1 

遠野遠地区野消防消班務防組合署 4 1 4 I 

計 48 6 6 26 4 5 74 IO 11 

大槌町消防団 246 14 246 14 492 28 

釜石 市 99 276 14 276 14 

山田 町 ” 84 4 84 4 

宮古 市 ” 38 2 38 2 

遠野市 ” 13 2 13 2 

計 657 36 246 14 903 50 

自 衛 隊 502 66 502 66 

営 林 署 34 1 6 8 1 3 42 2 ， 
大 槌 町 役 場 194 7 194 7 388 14 

消 防 協 力 者 600 ， 200 800 ， 
合 計 1,533 52 19 I, 176 19 81 2,709 71 100 

ジェットシューター数 ------L 93 -----• L 93 ーL 

け）石鳥谷町 （単位：人、台）

機：：＼＼ご 4 月 27 日 4 月 28 日 ＾ ロ 計（延数）

人員 ポンプ そ車の他両 人貝 車ボン等プ そ車の他両 人貝
ポンプ そ車の他両

車等 車 等

花券石地区消鳥防事谷務組呑^ 署 8 1 2 8 3 16 I 5 

盛岡紫地区広波域行消政事防務組合署 16 1 1 2 1 18 1 2 

計 24 2 3 10 4 34 2 7 

石 烏 谷町消防団 240 19 60 4 300 23 

紫 波 町 “ 220 28 30 2 250 30 

計 460 47 90 6 550 53 

,占~ 林 署 52 14 11 2 63 16 

石屈谷町役場 11 1 6 1 17 2 

消 防 協 力 者 13 15 28 

＾ ロ 計 560 49 18 132 6 7 692 55 25 

ジェットシューター数 54 ----―-
トー――

---—-• レ 54 

一
L 

-24-



切）室根村 （単位：人、台）

機こ＼＼＼：分
4 月 27 日 A ロ 計（延数）

人 員 車ボン等プ 車その他両 人貝 車ポソ等プ 車その両他

両ー磐地関区消防消組合防
署

11 2 1 11 2 I 

千 厩 ” 14 2 3 14 2 3 

花 泉
分署 3 I 3 1 

平 泉 ，， 1 I 

大 東 99 5 1 1 5 1 I 

藤 沢 ” 7 1 1 7 1 1 

東 山 ” 3 1 3 1 

室 根 ‘’ 8 2 1 8 2 I 

JII 綺 ” 6 I I 6 I 1 

気事仙務沼組本合吉地気域仙広沼域消行防政署 26 2 5 26 2 5 

計 84 11 15 84 11 15 

室根村消防団 210 16 210 16 

藤沢町 ” 35 3 35 3 

千厩町 99 75 10 75 10 

本吉町 ” 300 13 300 13 

気仙沼市 ” 150 3 150 3 

計 770 45 770 45 

営 林 署 40 2 8 40 2 8 

消 防 協 力 者 96 96 

合 計 990 58 23 990 58 23 

ジェットシューター数 110 — レ 110 — ---
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(3) 地上消火

地上部隊は、複雑急峻な地形、気象状況の変化、急速な延焼範囲の拡大、更には活動が夜間に及ん

だこと等により防ぎょ活動は困難を極めたが、広範な人海戦術がくりひろげられた。

防ぎょ活動は、主に民家付近を中心にポンプ部皿し、焼損部を遠まきに包囲する形で実施された。

消火活動に最も有効なポンプ車等による消火は、車両が進入できる道路が少なかったこと等から制限

され、ジェットシューター隊による消火活動が大きな役割を果たしている。

転戦は、火災の延焼拡大に伴い各所で行われたが、久慈市においては、消防隊が交通規制により進

入を阻まれ、現場到着が遅れたというアクシデントも発生している。また、現地指揮本部の移設も、

久慈市、岩泉町及び西根町において行われている。

長時間に及ぶ火災も、 4月お日午後 3時30分、久慈市の鎮火をもって終止符をうったが、久慈市に

おいては、 5月9日までに 7回再燃のために出動しており、各地において、残火処理のため引き続き

活動が続けられた。

消火作業中の消防隊（久慈市玉の脇地区 4月27日17時30分頃）

＇（提供一久慈地区広域行政事務組合消防本部）

海水を送水するポンプ車（久慈市玉の脇港岸壁 4月27日18時頃）

（提供一久慈地区広域行政事務組合消防本部）
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（火災防ぎょ図）

11) 久 慈 市
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(31 施沢村、西根町
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14) 空中消火

空中消火は、 4月27日から29日にかけて、久慈市、岩泉町及び西根町において実施された。

各地では風が強まり、火災は延焼拡大し、地上消火のみでは鎖圧できない状況になったことから、

4月27日午後 4時頃、相前後して、室根村、大槌町、久慈市及び岩泉町から空中消火の自脩隊派遣要

諮があり（室根村、大槌町後に取り下げ）、県では、直ちに自衛隊に対し派遣要訥を行った。（施沢村

及び西根町においては、自衛隊法第83条第 3項に基づき、自衛隊独自の判断で部隊等を派述）

陸上自衝隊岩手駐屯地には、前日、演習のため中型機 2機が飛来していたため、西根町においては、

風が弱まった午後 5時30分から空中消火が開始された。

しかし、久慈市及び岩泉町への派遣は、強風のためヘリコプターが離陸できないことなどから派遣

できる時間がわからない状態が続き、派逍の見通しが立ったのは27日夜半過ぎであった。

県では、さっそく矢巾町の岩手県消防学校内に保管してある空中消火究機材を、盛岡地区広域行政

事務組合消防本部の応援を得て、県警パトカーを先群に久慈市へ搬送し、また、青森営林局が矢巾町

の盛岡営林署煙山種苗事業所に保管してある分を盛岡営林署の協力を得て、岩泉町へ搬送した。

翌28日早朝、ヘリコプター及び斑機材が現地に到抒し、 4時15分、西根町で空中消火が再開された

のに加え、久慈市では 5時45分、岩泉町では11時07分、それぞれ空中消火が開始され、 29日午前12時

（久慈市）まで延 325回にも及ぶ空中消火が実施された。

その問、久慈市においては、消火薬剤が不足したことから、ラサ工業闘宮古工場から 120袋 (3,600

k9)の涸逹を行った。

空中消火は、火点上空を通過しつつ消火薬剤等を散布する直接消火の方法をもって実施され、延焼

阻止、鎮圧に大きな威力を発揮した。

空中消火に従事した人員は、補給括地も合せ延 300名となっている。

空中消火中の自衛隊大型ヘリコプター（久慈市 4月28日午後）

（提供一久慈地区広城行政事務組合消防本部）
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（空中消火実施状況）

日 時 1 西 根 町 久 慈 市 岩 泉 町

(4月27日）

0

5

0

0

 

0

0

3

3

 

•••••••• 
3

6

6

7

 

1

1

1

1

 

18: 58 

(4月28日）

2 : 30 

4 : 10 

4 : 15 

4 : 30 

5 : 30 

5 : 45 

6 : ]5 

8 : 00 
9 : 00 

9 : 30 

10: 00 

0

7

0

 

0

0

0

 

．
．
．
．
．
．
 

1

1

3

 

ー

1

1

18: 00 

18: 25 

(4月29日）

10: 00 

12: 00 

00:00出火）

0空中消火翌機材搬送（自衛隊）

(7時間30分）

口勅l開始 I. 
(1時問28分）

↓ 
空中消火活動終了

I 空中消火活動再開 I
↑ 

0中型へ')2機到Zi・
（仙台霞日から）

I (4時間45分）

0大型ヘリ 2機到符
（千菜木更津から）

↓ 
0空中消火活動終了

02:05出火）

0空中消火派逍要諮

(17時間40分）

0空中消火狡機材搬送（県）

0中型ヘリ 2機到沿
（仙台霞目から）

0空中消火毀機材到名t

I空中消火活動開始 I 
t 

〇ラサ工業闘宮古工場へ梢火
剤発注 I 

(10時間15分）

| 
0大型、中型ヘリぽt機材迎
搬）到泊（一本木から）

I 

0消火剤宮古から到柑（大
型ヘリ）

I 
0大型ヘリ 4機到着

（千菜木更津から）
↓ 

0空中消火活動終了

I 空中消火↑活動再開 I 
(2時間）

↓ 
0空中消火活動終了

(13:30出火）

0空中消火派遣要請

(21時間37分）

0空中消火斑機材搬送
（盛岡営林署）

0空中消火資機材到柑

I 空中消火活動開始］

（一本木から実施）

1 
(7時間18分）

l 
0空中消火活動終了
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（ヘリコプター及び空中消火浴機材移動概略図）

〔大型2機
中型4機〕
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（空中消火実施状況）

＼ 
久 慈 市 岩泉町 滝沢村・西根町 合 計

28日 29日 計 28日 27日 28日 計 27日 28日 29日 計

5:45 10:00 11:07 17:30 4:15 

実 施 時 間 ＼ ＼ I ＼ ＼ 

JB:oo 12:00 18:25 18:58 9:30 

大第 1ヘリ型コ(プV（木-タ更ー10雄7団） ) (2) 
機

ヘ 2 6 (2) 2 2 6 2 6 
リ 4 
コ

；゚ 中 型 (HU-!) (2) ” 
I 東北方面航空隊（仙台） 2 2 4 (2) 2 4 4 2 6 2 6 

回

散 布 回 数 206 4 210 18 15 82 97 15 306 4 325 

kg 

>剤
化学消火剤 (MAP) 4,200 300 1,380 5,880 

kg 

坪1粘剤 (CMC) 200 40 180 420 

t 

散布総紐（薬剤＋水） 183 ， 48. 5 240. 5 

百

1800 £ 3 3 3 3 

狩 散布装骰 台

700 ( 4 
(2) 

10 
(2) 

10 14 
機 台

貯 水 栖 3 
(3) 

2 
(3) 

2 5 
材 台

混 ＾ ロ

機 2 
(3) 

2 
(3) 

2 4 

自 衛 隊 員
(19) 

30 
(19) (20) 31 56 87 31 

(39) 
30 

(39)人

人
48 78 104 165 

人

消 防職 団 貝 85 35 120 15 100 35 135 

貝
富 醤

(20) (39) (39介
計 65 15 

31 56 87 31 204 
65 300 

（注） 1. ヘリコプター及び資機材の計は実数である。

2. ヘリコプター及び自衛隊員の（ ）外書きは、沌沢村・西根町から、久慈市へ移動及び岩泉町へ支援（岩

泉町の空中消火は一本木から実施）した数である。

3. 岩泉町の資機材（ ）外書きは、営林署所有の分である。

4. 散布装i役 (1800£）は、千菓県から借りうけたものである。

5. 上記3.4以外は、県所有分である。
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(5) 市町村別防ぎょ活動の状況

ア久慈市

（ア）気象通報時の予防広報

R4月23日 11月15分強風注意報（継続）、異常乾燥注意報が発令されたので、各署所に対して

管内を巡回予防広報を実施するよう指令

久慈消防署では13時に市内の予防広報を実施

21時50分強風注意報解除

R4月25日 異常乾燥注意報（継続）

12時30分頃久慈市待浜町字桑畑地内で林野火災発生 (987アール焼損）

R4月27日 異常乾燥注意報（継続）

10時頃から風が強くなったので（瞬間最大風速!Om、平均風速 5m以上） 10時30分各署所に

対して管内巡回予防広報を実施するよう指令

久慈消防署では10時30分ボンプ車により市内、予防広報を実施、 11時及び12時に各署所の

気象観測データの収集を実施（火災警報発令準備）

11時20分強風注意報発令

（イ）箕知の状況

第 1通報者のF氏（久慈市川貫 6-53-3)が、上長内のカスタムオートに自家用車を持っ

て行き、朝 9時頃から修理をして昼になったので、事務所に入って西側の山を見たら山の上の

方から煙と火が見えたので、カスタムオートの事務所から12時08分に 119番で消防署に火災通

報した。

初期消火は実施されていない。

（ウ） 現場付近の状況

久慈市は陸中海岸国立公園の北部に位附し、人口 40,668人、面梢325.66属で山林は26,629ha 

あり久慈市の面稲の81.8％を占め、北上山地から三陸海岸に延びる山地にあり、南北に国道45

号線、市街地から西に国道281号線が延びている。

出火場所は、久慈の市街地（久慈消防署）から南々東約 2kmに位皿し、南方に山が連なり東

側から北方市街地に向って住宅街となっており、西側は水田となっている。

出火した山林は標高50-70mの私有林で赤松の天然林となっている。

出火場所の山林（上長内地区）から約 600mの飛火により焼失した平沢地区山林は椋高 150

-200 mの私有林で針葉樹 4、広葉樹 6の割合で樹木が生い茂っており、東側が太平洋に面し、

北側から玉の脇、二子、大尻、小袖の集落が点在している。

消防水利は、水利基準以下の消火栓（管径75呪） 20基、防火水槽 8埜 (40対ー 4、20面以下

-4) に自然水利として河川 2、海水 1がある。
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（エ）火災の概要

出火場所は長内町上長内の標高45mの山林内、小屋畑から長内川側水田に通じる山逍の頂上

付近と推定され、地表面の枯れ草、笹及び天然林の松が燃焼し、南方に延焼拡大 3時間後約10

haを焼失、延焼中に突風（北西の風、最大28.8m)が吹き、これによって約 600m火の粉が飛

火した。

（消防隊は上長内地区住家 240数戸の延焼阻止と山林の防ぎょに当たる。）

飛火した火の粉は平沢山林の山ろく、枯草に粒火、折からの強風にあおられて松林を北東方

向、平沢のラジオ中継塔に向って延焼拡大し、送屯線の下、稜線から東側玉の脇方面と二子、

大尻方面の 2方向に地表火・樹冠火となって急速に延焼拡大する。

（消防：平沢地区住家 6戸の延焼阻止）

風下地区である玉の脇、二子、大尻及び小袖、館石部落に延焼の危険が生じたため避難命令

を発令する。

16時40分頃に玉の脇、舟渡地区の建物に山林からの飛火により祈火、急激に延焼拡大する。

その後、 10分前後で二子、大尻地区の建物にも祈火、延焼拡大した。

（消防隊は玉の脇の県道両側の建物焼き倒壊により、これより南方に進入、通行不能となり、

玉の脇地区住家60数戸及び水産高校への延焼阻止を図るとともに県道の開通に全力を傾け、

各部落に消防隊を進入させ、延焼拡大の阻止に当たる。）

翌28日には、陸上自衛隊及びヘリコプターが出動し、前日から出動中の消防隊と協力して大

規模な防ぎょ活動を展開、 29日午後に鎖火させたものである。

（オ）消防活動状況

R4月27日

5

8

1

2

 

0

0

1

1

 

•••••••• 
2

2

2

2

 

1

1

1

1

 

12 : 15 

12 : 3 0 

長内町上長内地内の山林から出火

蹂知（署水そう付ポンプ車 2台、 15名）

現場到祈（山頂付近延焼中）

消防署非常招集

消防団 第 1出動指令（第 1、3、11分団ーポンプ 5台、 60名）

現場指揮本部設附（上長内岩泉自動車巡輸前）

消防団第 2出動指令（第 2、4、5、6、12分団ーポンプ19台、 230名）

宇部町方面（南方）へ延焼中

消防団 第 3出動指令（第 7、8、9、10分団ーボンプ18台、 220名）

一久慈市消防団全分団出動指令一

上長内東側山ろくに防ぎょ線設定
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15 : 0 5 応援要諮（種市町、大野村、山形村、野田村、普代村）

15 : 19 平沢地区山林に飛火延焼

15 : 2 0 久慈市災害対策本部設四

1 5 : 29 別件林野火災発生（宇部町長坂）

宇部町へ転戦（第 4分団）

15 : 3 7 宇部町火災への応援要請（野田村、普代村）

15 : 5 0 自衛隊へ災害派逍要請

15 : 58 平沢地区山林東方へ延焼

16 : 00 上長内地区から玉の脇方面への転戦指令

16 : 17 平沢地区から玉の脇方面へ延焼拡大

応援消防団に対し、玉の脇へ集結するよう指令

16 : 20 避難広報（大尻地区）

16 : 3 5 避難命令（玉の脇、二子、大尻地区）

16 : 4 0 玉の脇地区延焼（住家全焼 9棟、非住家全焼33棟）

舟渡地区1日浜埜小学校延焼

16 : 5 0 

0

0

 

0

2

 

．．．． 

7

7

 

1

1

 

4

4

 

1

2

 

．．．． 

8

8

 

1

1

 

0

5

 

0

0

 

．．．． 

9

9

 

I

I

 

5

9

0

 

1

2

3

 

．
．
．
．
．
．
 

9

9

2

 

1

1

2

 

二子、舟渡、大尻沿岸地区延焼

玉の脇地区県道通行不能

大尻地区延焼

二子部落危険状態

二子地区へ転戦

疇指揮本部移設（玉の脇）

避難命令（小袖、館石地区）

八戸海上保安部に救助要睛

上長内地区西方、久慈商業高校裏山延焼中

防火線設定

海上からの救助開始（舟渡から28名救助）

和光苑（大尻地区）付近危険状態

大尻地区へ転戦

災害救助法適用申諮

和光苑無事を確認

宇部町林野火災鎖火

自衛隊八戸駐屯地50名到着小袖方面に向う
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◎ 4月28日

1 : 2 5 館石方面へ延焼拡大中

館石地区へ転戦

5 : 0 0 空中消火登機材到着（県消防防災課）

5 : 0 5 元木沢方面へ延焼中

元木沢地区へ転戦

5 : 4 5 空中消火活動開始 (-18:00)

8 : 0 0 ラサ工業闊宮古工場へ消火剤発注

9 : 00 延焼地区-① 上長内パイパス予定地南側

② 久慈商業裔校南側

③ 玉の脇南側山林

④ マイクロウェープ北側

13 : 3 0 和光苑入苑者を自宅、県立病院へ移送

15 : 0 0 火災被災者相談所現地に開設

18 : 00 消火活動一旦中止、引上げ

◎ 4月29日

5 : 0 0 延焼地区—① 上長内国道45号線付近

R 平沢テレビ塔付近

6 : 0 0 消火活動再開

IO : 00 空中消火活動再開 c-12:00)

IO : 30 火勢鎮圧状態となる

15 : 3 0 鎖火

消防隊現場引上げ
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（力） 時間的経緯

日 時 経過時間 火 災 状 況 消 防 活 動 状 況 救災助対活動本等の部状況・

(4月27日） 0長内町上長内地内の山林か

12: 05 ら出火

［北西の風最大!Om]
12: OB 3 分 湿度 17% 0火災通報 (119番）受信

気温 24.5℃ 

12: 09 4 分 0消防署第 1出動

（水槽付ポンプili2台、 15名）

12: 11 6 分 0山頂付近延焼中 0署隊現場到芯

12: 12 7 分 0署隊放水開始 (3線ホース

各 4本）

0署貝非常招集（非番公休15

名）

0消防団第 1出動指令

(3個分団

ポンプ 5台 60名）

12: 15 10 分 0現場指揮本部設骰

（上長内岩泉自動車述輸前）

0消防団第 2出動指令

(5個分団

ポンプ19台 230名）

0予備注水により民家への延

焼防止

12: 30 25 分 0山林焼捐状況 3 ha 0消防団第 3出動指令

0宇部町方面（南方）へ延焼 (4個分団

中 ポンプ18台 220名）

0上長内東側山ろくに防ぎょ

線設定

13: 00 55 分 0防ぎょ体制

（上長内地区

ポンプ16台 140名）

14: 00 1時間 0防ぎょ体制

55分 （上長内地区

ポンプ34台 300名）

15: OD 2時間 0山林焼損状況 lOha 

55分 延焼拡大中（火勢強まる）

［北西の風最大28.Bm]
涅度 18% 

気温 22℃ 
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日 時 経過時間 火 災 状 況 消防活動状況 救災助対活動本等の部状況・

15: 05 3時間 広域管内町村消防団に応援

要諮

（種市町ーポンプ10台 90名

大野村一 99 4台 25名

山形村一 99 3台 45名

野田村一 99 5台 81名

L普代村一 ／9 4台 41名

15 : 19 3時間 0平沢地区山林に飛火延焼

14分

15: 20 3時間 0久慈市災害対策本部設骰

15分 （久慈市役所内）

15: 29 3時間 0別件林野火災発生 0宇部町林野火災出動ー第 4

24分 （宇部町長坂） 分団

（転戦 ポンプ5台 46名）

15: 30 3時間 0和光苑へ入苑者避難協力貝

25分 を派逍（市職員 4名）

15: 37 3時間 0宇部町火災へ応援消防団出

32分 動要請

〔：田村ボンプ7台 Ill名〕

代村 ” 3台 30名

15 : 49 3時間 0自衛隊による空中消火を要

44分 諮（現場指揮本部→災対本

部）

15: 50 3時間 0自衛隊派遣要請

45分 （災対本部）

15: 58 3時間 0平沢地区山林東方へ延焼中 0署第 1小隊、平沢団地到符

53分・ 放水開始

16: 00 3時間 ［北西の風最大26m]
0転戦移動指令 0炊出し準備開始

55分 湿度 22% （上長内地区から玉の脇方

気 温 21℃ 面へ）

0防ぎょ体制

／上長内地区

ポンプ22台 180名

平沢団地

ポンプ 6台 30名

大尻地区

‘ ボソプ 2台 12名、
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日 時 経過時間 火 災 状 況 消防活勁状況 災救助対活動本等の部状況・

16: 17 4時問 0平沢地区から玉の脇方面へ 0応援消防団に対し玉の脇ヘ

12分 延焼拡大中（火勢強まる） 集結するよう指令

16: 20 4時間 〇コンクリートミキサー車 2 0消防車（第 9分団）大尻地

15分 台、水を柏載して平沢団地 区で避難広報

に到沿 0有線放送による避難広報依

頼（大尻地区）

0和光苑入苑者避難用のバス

手配 (3台）

16: 35 4時間 0玉の脇、二子、大尻地区住

30分 民へ避難命令（災対本部）

0消防本部司令車、玉の脇、

二子、大尻地区で避難命令

広報

16: 37 4時1iil 0久慈市漁協へ有線放送（一

32分 斉通報）による避雉広報依

頼

16: 40 4時間 0別件林野火災発生 0侍浜町林野火災出動

35分 （侍浜町北野一枯草若干焼 （ 消防署（予備車）） 
失） 種市町消防団

0玉の脇地区建物延焼

0舟渡地区旧浜埜小学校延焼

16: 43 4時間 0大野村消防団に対し培貝要

38分 請

（ポンプ3台 38名）

16: 50 4時間 0二子、舟渡、大尻沿岸地区 0和光苑入苑者避難用バス県

45分 建物延焼 逍通行不能により新港に待

0玉の脇地区道路側建物焼き 機

倒壊により県道通行不能

17: 00 4時間 0大尻地区建物延焼 0避難場所の設定

55分 ク社(1村センター

三崎中学校

宇部公民館

青年の家

中央公民館長内分館

長内小学校

17: 03 4時間 0和光苑の防ぎょ指示

58分 （災対本部）
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日 時 経過時間 火 災 状 況 消 防 活 動 状 況 救災助対活動本等の部状況・

17: 14 5時間 0負似者（火傷） 1名救誕

9分

17: 20 5時間 0二子地区延焼危険大 0二子地区への転戦指令 0小袖、館石地区住民へ避難

15分 0現場指揮本部を玉の脇地区 命令（災対本部）

に移設 0消防本部指令車、小袖、館

石地区で避難命令広報

17 : 40 5時間 0長内小学校に児童55名避難

35分

17 : 50 5時間 0自衛隊ヘリ、現場へ向う。 0宮城建設に対し、船舶によ

45分 0防ぎょ体制 (16:20-11:50) る海上からの救助を要請

〔玉の脇地区等への転戦応〕 （災対本部）

援隊（ポソプ31台350名）

18: 00 5時間 0炊出し配食 4,880食

55分

18: 14 6時1H] 0八戸海上保安部に対し、巡

9分 視船救助要諮(4隻）

（災対本部）

18: 20 6時間 0第 5宮城丸（宮城建設）救

15分 助のため新港出航

18 : 24 6時間 0上長内地区西方、久慈商業 0久慈商業高校裏山に防火線

19分 裔校の裏山延焼中 設定開始

18: 30 6時間 0舟渡レストハウス及び海光

25分 苑延焼中

18: 40 6時間 0上長内地区民家に火災接近 0第 5宮城丸舟渡沖荘

35分 中

19: 00 6時間 0宇部町林野火災延焼阻止 0巡視船あぶくま救護艇と第

55分 5宮城丸救助開始（舟渡海

岸から28名救助）

19: 05 7時間 0和光苑（大尻地区）付近延 0大尻地区への転戦指令 0災害救助法適用申請

焼中（延焼危険大） 〇ミキサー車 7台手配

19: 07 7時間 0災対本部長（市長）、赤沢

2分 副知事に対し救助要請

19: 13 7時間 0平沢地区住民 (25名）中央

8分 公民館長内分館に避難
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日 時 経過時間 火 災 状 況 消防活動状況 救災助対活動本等の部状況・

19: 15 7時間 0和光苑無事を確認

10分

19: 29 
（宇4部時町間）

0宇部町林野火災鎮火

焼損面積 390 • 

20: 00 7時間 0自衛隊（八戸） 50名出発 0海上からの救助活動終了

55分

20: 25 8時間 0小袖地区被害なし

20分 0火勢は、小袖北方 Ikmまで

接近中

20: 39 8時間 0第 5宮城丸久慈港へ入港

34分 （避難住民上陸）

0和光苑へ医師（県立久慈病

院） 1名派逍

20: 42 8時間 0大尻地区ヘタイヤショベル

37分 手配

21 : 00 8時間 0自衛隊（一本木） 131名出 0長内小学校児窟28名百年の

55分 発 家に移動

0防ぎょ体制

大尻地区

ポンプ12台 80名

ミキサー車7台

小袖地区

ポンプ12台 10名（警戒）

小袖沢地区

ポンプ6台 35名（警戒）

館石地区

ボンプ6台 35名（警戒），

21: 31 9時間 0長内中学校生徒5名、青年

26分 の家に避難

22: 06 10時間 0 住民（男 •68歳）行方不明

1分 一捜索

22: 30 10時間 0自衛隊（八戸） 50名到着

25分 （小袖配骰）

23: 30 11時間 0災対本部会議（市役所）

25分
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日 時 経過時間 火 災 状 況 消 防 活 動 状 況 救災助対活動本等の部状況・

23: 50 11時間 0焼失家屋状況

45分 二子ー 7棟玉の脇ー10棟

大舟尻渡ー14棟 合 計ー43棟
舟 ー1沈[

(4月28日） 13時間 0三崎中学校への避難者12名

1 : 20 15分 宇部公民館へ移動

1 : 25 13時間 0館石方面へ延焼拡大中 0館石地区へ転戦移動

20分 （タンク車1台、ボンプ車2台）

I : 45 13時間 0住民の無事を確認（自宅）

40分

4 : 30 16時間 0海上保安部ヘリ偵察飛行

25分

5 : DO 16時間 0空中消火資機材到行（県消

55分 防防災課）

5 : 05 17時間 0元木沢方面へ延焼中 0元木沢地区へ転戦移動

（ポンプ車4台）

5 : 30 17時間 0自衛隊ヘリ偵察飛行(2機）

25分

5 : 45 17時間 0空中消火活動開始（中型へ

40分 リ2機）

6 : 00 17時間 0芦ケ沢地区消火活動開始 0被災地後片付用車両手配開

55分 （自衛隊 46名） 始

0上長内地区久慈商業高校裏

山の防火線設定作業再開

（消防団地元住民100名）

7 : 00 18時間55分 0炊出し配食 3,160食

8 : 00 19時問
55分

0剤ラ発サ工注業闘宮古工場へ消火

9 : 00 20時間 0上長内パイパス予定地南側 0館石及びマイクロウェープ

55分 延焼中 付近でジェットシューター

0久慈商業裔校南側 3ケ所延 隊活動開始

焼中
［消防団ー 100名］

0玉の脇南側山林延焼中 自衛隊ー 130名

0マイクロウェープ北側 400 営林署ー 30名

m付近延焼中

10: 00 21時間 0自衛機到隊ヘリ大型材搬2機送、中型
55分 2 着（斑）

11 : 00 22時間55分
0消火剤宮古から到名（大型
ヘリ）

12: 00 23時間55分 0炊出し配食 L 800食

13: 00 24時間 0自衛隊ヘリ大型4機到着 0災対本部、県警、自衛隊、海

55分 上保突耶打合せ会議（市役所）
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日 時 経過時間 火 災 状 況 消防活動状況 救災助対活動本等の部状況・

13: 30 25時間 0和光苑入苑者34名を自宅17
25分 名を県立病院に移送

0災対本部会議（市役所）

14: 30 26時間 0火災被災者相談所開設決定

25分 （災対本部）

15: 00 26時間 0火災披災者相談所現地開設

55分

16: 45 28時間 0送屯施没復旧工事完了（東

40分 北屯力）

17: 00 28時間 0炊出し配食 !, 660食

55分

18: 00 29時間 0自衛隊ヘリによる空中消火 0災対本部、関係機関打合せ

55分 活動終了（大型 6機、中型 会議（市役所）

4機、延 206回実施）

0消防隊消火活動中止引上げ

18: 30 30時間 0災対本部会議（市役所）

25分

(4月29日） 36時間 （雨降り始め）

1 : 00 55分

5 : 00 40時間 0上長内国逍45号線付近 2ケ 0自衛隊ヘリ偵察飛行

55分 所延焼中

0平沢テレビ塔付近延焼中

6 : 00 41時間 0消火活動再開

55分 ［消防署、団ー 360名 ］
自 衛 隊 ー931名
（ジェットシューター119)

7 : 00 42時間 0炊出し配食 !, 610食

55分

9 : 30 45時間 （降雨屈ー降り始めから 3.5 
25分 mm) 

10: 00 45時間 0空中消火活動再開 0災対本部、関係機関打合せ

55分 （大型 2機、中型 2機） 会議（市役所）

10: 30 46時間 0火勢鎖圧 0災対本部会議（市役所）

25分

12: 00 47時間 0空中消火活勁終了（延 4回 0炊出し配食 945食

55分 実施）

14: 00 49時間 0海上保安部撤収

55分

15: 30 51時間 0火災鎖火 0消防隊現場引上げ

25分

18: 00 53時1m 0炊出し配食 495食

55分
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イ岩泉町

（ア） 気象通報時の予防広報

◎ 4月23日 強風注意報（継続）、異常乾燥注意報が発令になり、各署所に対して管内を巡回

予防広報を実施するよう指令

◎ 4月27日 強風注意報、異常乾燥注意報（継続）発令

11時頃から急激に気温が上がり風も増々強くなってきたので、消防署では査察をとりやめ待

機

13時03分 消防団長から各分団長に対し分団管轄区域内の警戒を命令

13時30分 釜津田地内山林から火災発生

15時00分 火災警報発令（宮古市） 非番員全員招集

99 

15時15分

（イ）此知の状況

＇ ， 

99 

（新里村）

（山田町）

チップ栢みの大型運転手が、原野の枯草が 1坪位燃えているのを発見し、クラクションで周

囲に知らせ、それを聞きつけた付近の住民が、 13時38分に 119番で梢防署に通報した。

（ウ） 現場付近の状況

大川地区は、岩泉町の西部に位骰し、新里村、川井村及び玉山村に接している。小本川の上

流部大川の流域沿いに 591世帯 (2,198人）が散在している。

東西約44km、南北約16kmの306属の広大な面桔は殆どが山林であるが、うち 15,000haは国有

林である。

（エ）火災の概要

当日の気象状況は、午前11時頃から急激に気温が上がり、また、風もしだいに強くなり昭和

36年 5月の三陸フェーン災害時の気象と同じ状況であったので、署では警戒体制をとり待機し

ていた矢先、釜津田地内の山林から火災が発生し、強い西風にあおられて、次々に飛火して延

焼拡大した。

直ちに、全署、全団出動を指令し、風下方向に連担する沢口、館、種倉、小焼巻、川崎、長

田、大広部落に部署し、飛火警戒と民家の防ぎょに当たった。

各部落では、地域住民が自家に殷業用ボンプ等で放水し延焼防止を図るとともに、炊出しを

行うなど栢極的に消防活動に協力し、地域ぐるみの防ぎょ活動が展開された。

火勢は大川方面へ延焼し、更に拡大の様相を呈したが、小川田山地区に応援出動による葛巻

町消防団が部署するなど、広範囲にわたる飛火警戒体制がしかれた。

翌28日には、空中消火も実施され、大規模な防ぎょ活動を展開し、 17時32分、鎖火させたも

のである。

- 51 -



（オ）消防活動状況

R4月27日

13 : 30 釜津田地内の山林から出火

13 : 38 蹂知

1 3 : 4 0 署ポンプ車出動

13 : 50 消防団 第 1出動指令（第 6分団一沢口部落民家の防ぎょに当たる）

14 : 1 1 現場到粒（消防署赤バイ）

14 : 15 沢口地区山林延焼拡大中

14 : 20 現地指揮本部設四（釜津田小中学校砂子分校）

14 : 2 5 消防団第 2出動指令（第 1、 2分団）

砂子分校から大川方面へ延焼中

14 : 3 0 消防団 第 3出動指令（第 3、4、5、7、8分団）

ー岩泉町消防団全分団出動指令一

消防団 沢口、館、砂子地区の防ぎょに当たる

15 : 17 沢口部落危険状態

15 : 30 岩泉町災害対策本部設四

15 : 5 0 川井村、新里村への延焼危険（両村へ連絡）

16 : 0 0 小焼巻、川崎部落周辺延焼中（県道通行不能）

16 : 23 長田、大広地区危険状態

16 : 25 応援要諮（葛巻町）

16 : 30 自衛隊へ災害派遣要諮

16 : 3 5 大広地区県辺通行不能

16 : 4 5 有芸地区へ大姐の煙流入

有芸地区の警戒を強化

1 7 : 15 川崎部落付近山林延焼拡大中

1 7 : 23 大広地区の民家延焼危険

大広地区へ転戦（消防団ポンプ車）

1 7 : 3 9 長田部落の民家延焼危険

18 : 00 

18 : 24 

長田部落へ転戦（消防団ポンプ車）

大川方面へ延焼拡大中

部署範囲が延焼危険のない消防隊は、大・）II方面へ転戦

延焼拡大地区—① 種倉部落東側

② 長田地内

③ 大広から役場大川支所裏山
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④ 扇の119西側

⑥ 小川田山方面

⑥ 川崎地内

1 9 : 0 3 葛巻町消防団 小川田山到着

19 : 2 9 扇の沢へ転戦（ポンプ車等 7台）

20 : 19 現地指揮本部移設（岩泉町役場大川支所）

2 0 : 28 民家を防ぎょしている消防隊以外は大川支所へ集合するよう指令

◎ 4月28日

0 : 28 各部落とも民家への延焼危険なし

5 : 3 0 延焼地区—① 長田部落南側

5 : 4 5 

6 : 3 7 

8 : 00 

9 : 2 5 

IO : 0 0 

11 : 0 7 

11 : I 0 

R 外山、川崎部落の中問

③ 種倉部落東側

④ 大広、扇の沢、小川田山境一帯

海上保安部飛行機飛来

空中消火資機材町役場へ到花（営林署）

消火活動再開

大広地区激しく延焼中

長田部落南側鎮火

長田地区消防隊、大広地区へ転戦

空中消火活動開始（～18: 25) 

外山地区鎮火

外山地区消防隊、種倉へ転戦

I 3 : 5 0 田山から焼倉山方面へ延焼中

15 : 4 0 種倉から焼倉山一帯鎖火

小川田山一帯鎖火

大広地区一部を除き鎮火

16 : 0 0 火勢鎮圧状態となる。

17 : 3 2 鎖火

17 : 50 消防隊解散

現地指揮本部解散
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（力） 時間的経緯

日 時 経過時間 火 災 状 況 消防活動状況 救災助対活動本等の部状況・

(4月27日）

13: 30 0釜津田地内の山林から出火

13: 38 8 分 0火災通報 (119番）受信

0関係機関へ通報、非番貝招

集

13: 40 10 分 〇消防署第 1出動（ポンプ車

1台、赤パイ 1台、 5名）

13: 50 20 分 〇消防署タンク車出動 (4名）

0消防団第 1出動指令（第 6

分団、ポンプ車等 3台一沢

口部落民家防ぎょ）

14: 00 30 分 0赤バイ、大川地内を走行中

火災と思われる煙を確認

14: 03 33 分 0大火災が予想（煙、烈風）

されたので、消防団第 2出

動を役場に要請（現場から）

14: 05 35 分 0小川方面へ延焼中

14: 11 41 分 0署隊現場到行

0消防団（小型 1台）沢口部

落から館部落へ転戦

14: 13 43 分 0沢口部落民家危険 0消防団（ポンプ車）防ぎょ

14: 15 45 分 0沢口地区山林延焼拡大中

14: 20 50 分 0現地指揮本部設附

（釜津田小中学校砂子分校）

14: 25 55 分 0砂子分校から大川方面へ延 0消防団第 2出動指令（第 1、

焼中 2分団）

14: 30 1時間 0消防団第 3出動指令（第3、

4、5、7、8分団）

0消防団沢口、館、砂子地区

防ぎょ（ポンプ車 2台、小

型 4台）

15: 09 1時間 0有芸地区に煙を発見 0第3分団有芸地区を巡回

39分

15: 17 1時間 0沢口部落危険状態

47分
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日 時 経過時間 火 災 状 況 消 防 活 動 状 況 救災助対活動本等の部状況・ 

15: 23 1時間 0本団貝、各分団長現地指揮

53分 本部に集合、打合せ

15: 30 2時間 0岩泉町災害対策本部設i殴
（岩泉町役場内）

15: 32 2時間 0種倉部落林逍建設現場に火

2分 薬在爪ー一般人の立入禁止

指示

15: 50 2時間 0川井村、新里村へ延焼危険 0川井村、新里村へ警戒する

20分 よう辿絡

15: 55 2時間 0沢口部落の民家延焼回避

25分

16: 00 2時間 0小焼咎、川崎部落周辺延焼 0消防団種倉、小焼巻、川崎

30分 中 地区防ぎょ（ボンプ車4台、

0県道大川松草線通行不能 小型 2台）

16: 23 2時間 0長田、大広地区延焼危険 0 8分団に対し小川田山方面

53分 の防ぎょを指令

16: 25 2時間 0葛在町へ応援出動要訥

55分

16: 30 3時間 0自衛隊派遣要詔

16: 35 3時間 0大広地区県逍通行不能

5分

16: 36 3時間 0署指令車大広地区到柑（署

6分 長外）

16: 45 3時間 0有芸地区に多量の煙流入 0 3分団に対し有芸地区の警

15分 戒を指令

17: 05 3時間 0 4、5、8分団小川田山方

35分 面に集結（ボンプ車4台、

50名）

17: 15 3時間 0川崎部落付近山林延焼拡大

45分 中（民家の危険なし）

17: 23 3時間 0大広地区民家危険 0大川小学校待機の団ボンプ

53分 車大広地区へ出動指令

17: 32 4時間 0消防団（ポンプ車 1台、小

2分 型 2台）大川小学校待機指

令
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日 時 経過時間 火 災 状 況 消防活動状況 救災助対活動本等の部状況・

17: 39 4時間 0長田部落民家危険 0団ポソプ車長田部落へ転戦

9分 指令

18: DO 4時間 0大川方面へ延焼拡大中 0各消防隊に対し、現在部署

30分 している範囲に延焼危険が

ない場合は大川方面への転

戦指令

18: 04 4時間 0燃料不足生じる 0災対本部、浅内、 ii,l水畑給

34分 油所へ依頼

18: 13 4時間 0扇の沢部落へ延焼拡大中 0団ポンプ扇の沢へ転戦

43分

18: 24 4時間 0延焼拡大地区

54分 ①種倉部落東側

②長1]］地内

R大広から役場大川支所裏

山

④扇の沢西側

⑤小川田山方面

⑥川崎地内

19: 03 5時間 0葛務町消防団小川田山到沿

33分 （ポソプ車6台、 81名）

19: 29 5時間 0転戦指令（小焼咎→扇の沢）

59分 扇の沢部署（ボソプ車4台、

小型 3台）

19: 55 6時間 〇砂子地区下火

25分

20: 19 6時間 0現地指揮本部移設

49分 （岩泉町役場大川支所）

20: 28 6時間 0各消防隊に対し、現在民家

58分 を防ぎょしている隊以外は

役場大川支所へ集合するよ

う指令

20: 35 7時間 0砂子地区県道落石のため通

5分 行不能

21 : 00 7時間 0 6分団以外は各屯所への引

30分 き上げ指令

0葛咎町消防団引き上げ

21 : 29 7時間 0署ポンプ車 (6名）婦署

59分
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日 時 経過時間 火 災 状 況 消防活動状況 救災助対活動本等の部状況・ 

21 : 41 8時間 0署タンク車砂子地区から大

11分 川方面へ移動

21 : 50 8時間 0災対本部、団幹部と協議

20分 （町役場）

22: 20 8時間 0災対本部、自衛隊と協議

50分 （町役場）

23: 09 9時間 0署救急車、現地指揮本部か

39分 ら火災現場一帯状況確認の

ため出動

(4月28日）

0 : 28 10時間 0救急車火災状況確認（各部 0現地指揮本部の夜問体制

58分 落とも民家の危険すくない） （署員 5名、団貝7名）

4 : 24 14時間 0署救怠車火災現場一帯を巡

54分 回

5 : 30 16時間 0延焼地区

①長田部落南側

R外山、川崎部落中間

③種倉部落東側

④大広、扇の沢、小川田山

境一帯

5 : 42 16時間 0 4分団小川田山出動 (7台

12分 50名）

5 : 45 16時間 0海上保安部飛行機飛来

15分

6 : 37 17時間 0空中消火資機材到柑（盛岡

7分 営林署）

7 : 00 17時間 0署指令車、ポンプ車、予備

30分・ 車 (15名）署から出動

7 : 28 17時間 0署タンク車現地指揮本部か

58分 ら帰署 (3名）

8 : 00 18時間 0消火活動再開

30分 大広田山方面 1.2分団(167

名小名即指沿本91'令●））99"迄、、I迄碑田9外種199頂山）⑫9山倉，災地）名9地、●．お；綿長区），区絡．名倉田4絹3ヘ）.分山南、8， リ匝分C3名9

団帯(1 8 9 
- 5分
側7分団
赤バイ、
ボート薬

現地指揮
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日 時 経過時間 火 災 状 況 消防活動状況 救災助対活動本等の部状況・

9 : 25 19時間 0大広地区激しく延焼中

55分

10: 00 20時間 0長田部落南側鎮火 0転戦（長田地区→大広地区）

30分

JO: 40 21時間 0宮古地区広域消防組合消防

10分 本部消防長現地視察

11 : 07 21時間 0空中消火活動開始

37分

11: 10 21時間 0外山地区鎮火 〇転戦（外山地区→種倉地区）

40分

11: 56 22時間 0延焼地区

26分 ①種倉から焼倉山一楷

R大広から小川田II」一帯

13: 11 23時間 0種倉、焼倉山一楷下火

41分

13: 30 24時間 0小川田山下火

13: 50 24時間 0田山から焼倉山へ延焼中 0焼倉ll」への転戦指令

20分

14: 21 24時liil 0大広の頂上付近激しく延焼

51分

15: 40 26時間 0種倉から焼倉山一帯鎖火

10分 0小川田山一帯鎮火

0大広地区一部を除き鎖火状

態

16: 00 26時1iil 0火勢鎮圧

30分

17: 32 28時間 0火災鎮火 0 4、 5、8分団現地解散

2分 0他分団大川小学校集合

17: 50 28時間 0消防隊解散

20分 0現地指揮本部解散
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ウ 滝沢村、西根町

（ア）気象通報時の予防広報

◎ 4月23日 強風注意報（継続）、異常乾燥注意報が発令になり、各署所に対して管内を巡回予

防広報を実施するよう指令する。

21時50分強風注意報解除

R4月26日 異常乾燥注意報（継続）

管内巡回広報を継続実施し、消防究機材の増強を指令する。

同日 10時10分頃、盛岡市下米内伊勢沢地内に林野火災発生する。

◎ 4月27日 異常乾燥注意報（継続）、強風注意報発令

管内巡回広報を継続実施するほか、警防体制の強化を図り、特に職員の外部出向事務の停止

及び非番者等に対して所在を明確にするよう指令する。

（イ）党知の状況

昭和58年4月27日・ 11時55分頃、陸上自衛隊岩手駐屯地から盛岡消防署玉山分署に一般加入

屯話により演習場の弾着地内で山火事が発生し、現在自衛隊が消火作業中ですが、大きくなる

おそれがあるので消防隊の出動要i,料を受信する。

受信した玉山分署では盛岡消防署通信司令室にこの旨送信し、通信司令室では直ちに滝沢分

署に出動を指令する。

なお、西根分署ではこの時分頃、一般加入屯話で「いこいの村」の裏山から煙があがってい

るが火災ではないかとの通報を受け、警戒出動中であった。問もなくノコレン沢方面に自衛隊

のタンク車を発見し、同方向に進行したところ林野火災であることを確認する。

（ウ） 現場付近の状況

出火場所は施沢村の北端西根町との境界付近で滝沢分署から北方約 13.5 km、西根分署から南

南西約6.7 km、更に玉山分署から西方約9.O kmに位骰し、東方約3.8 kmの広い演習場を経て、東

北自動車道が走っており、北方約3.5 kmには演習場内の原野、そして標高 633rnの三ツ森山を

はじめ 400rnから 500rn級の峰が連なり、山陰には「岩手勤労者いこいの村」の宿泊施設があ

る。

演習場は、ほとんど原野であり、東西に6.3 km、南北に約 5.5 kmの広大な各種訓練用地であ

る。道路も未舗装の訓練用道路及び戦車道路だけ整備され一般逍路は設骰されていない。また、

水利の状況は、廠舎北方約200mのI塁業水路があるのみである。

一延焼火災現場の地勢一

⑦ 岩手山北束の裾野に広がる連峰に三ツ森山があり、東側は平野地で水沢開拓入植者の住家

が点在している。東西には村逍と西根町道いこいの村線が接続し、東側の町道は山林に向か

う逍路等は消防車の進入は可能である。この付近の水利状況は、雷沢及び／コレン沢の沢水

が流れている。
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④ 国迫 282号線沿いに南部赤松茶屋等の建造物が存在しており、付近には消火栓(2基）、釣

掘 (154ni')の池がある。北側は町追松森線が山据から東西に走り周囲は山林を隔て水田と

なっている。このところを水屈盟窟な山後大堰が流れ松森山から北東に山後部落がある。

（エ）火災の概要

当該出火場所は、陸上自衛隊岩手駐屯地本部隊舎から北西約 4.0 kmに位骰する演習場内の弾

祈地付近と推定される。折からの強風にあおられて地表面の枯れ草及び自然林の松、雑木林に

延焼し、更に隣接町の標高 633mの三ツ森山へと延焼拡大する。

三ツ森山の北側山陰には「岩手勤労者いこいの村」の宿泊施設があり、その直近の山林に延

焼したため、同施設関係者に対して避難命令を発動する。

14時30分、瞬間風速 39.0mの強風により「いこいの村」付近の住家2棟に延焼する。 15時13

分頃更に北方約 2.7 km離れた標高 331mの松森山など数か所に飛火し、林野火災はますます激

しくなり、この付近の山後部落の住家への延焼が危惧されたことから最大限の消防力を集中し

て延焼阻止を図り火勢を鎮圧させたものである。

印消防活動状況
◎ 4月27日

IO : 00 

1 0 : 3 5 

11 : 53 

l l : 5 5 

陸上自衛隊岩手駐屯地演習場弾祈地付近から出火（推定）

自衛隊、消火活動（水そう付ポンプ車1台、ジェットシューター 106台、 976名）

三ツ森山方向へ延焼拡大

西根分署、煙が見えるとの通報により警戒出動

党知（玉山分署隊、西根分署隊、西根消防団隊出動ー水沢開拓東側地区の

ノコレン沢住家の防ぎょに当たる）

12 : 07 現場到茫t（西根分署隊）

12 : 11 東北自動車道西根 IC～安代 IC間閉鎖

12 : 12 滴沢村消防団第 3中隊出動指令（第 6、7、8分団）

滝沢分署 非常招集（タンクローリー車出動）

12 : 15 西根分署・ ” 

12 : 21 滴沢村消防団 第 2中隊出動指令（第 4、5、10分団）

12 : 25 滝沢分署隊、駐屯地正門到祐

12 : 3 5 演習場地内で黒煙発見

12 : 40 西根町から吹き流しの煙確認

西根分署隊、火災防ぎょ体制をしく

12 : 5 0 西根町消防団 第 1出動指令（第 1~7分団）

12 : 5 6 現場到着（滝沢分署隊）

13 : 0 0 西根町消防団 第2出動指令（第 8、9、10分団）

I 3 : I 0 避難命令（西根町水沢地区、いこいの村）
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13 : 12 

13 : 41 

13 : 4 4 

13 : 5 2 

13 : 5 5 

13 : 58 

14 : 2 3 

1 4 : 2 7 

J 4 : 4 0 

J 4 : 4 9 

J 4 : 5 0 

J 5 : 0 0 

J 5 : 0 4 

J 5 : J 3 

15 : J 7 

15 : 4 4 

J 5 : 4 5 

16 : 0 5 

J 6 : 16 

J 7 : 3 0 

2 0 : 28 

◎ 4月28日

J : 4 2 

4 : 15 

5 : 01 

6 : 20 

7 : 3 6 

7 : 58 

8 : 0 0 

8 : 2 2 

9 : 0 7 

11 : J 2 

11 : 13 

J 5 : 0 0 

I 7 : 0 0 

ノコレン沢延焼中

いこいの村向方へ延焼中

三ツ森山に延焼拡大

いこいの村危険状態

施沢村消防団 出動指令（第 1、9分団）

ー施沢村消防団全分団出動指令一

西根町消防団 第 3出動指令（第11、12、13分団）

ー西根町消防団全分団出動指令一

応援要訥（盛岡市、雫石町、岩手町、松尾村、玉山村）

水沢開拓住宅延焼中

西根町林野火災対策本部及び現場指揮本部設四（いこいの村）

沌沢村民家延焼（小屋焼失）

盛岡地区広域行政事務糾合消防本部非常招集

水沢地区住家延焼（住家 2棟、非住家 7棟全焼、非住家 1棟部分焼）

国道282号線分れ～平館間閉鎖

松川地区延焼中

避難命令（山後地区）

飛火警戒本部設骰（松森山山麗）

避難命令（山後、五百森、岡村、松川地区）

林野火災対策本部及び現場指揮本部移設（南部赤松茶屋）

松森山延焼中

空中消火活動開始 (-18:58)

沌沢演習場、いこいの村南側火勢強まる

松森山屋根づたいに延焼拡大中

空中消火活動再開 (~9:30)

三ツ森山南側自然鎖火

署隊、団隊一旦帰署

松森山火勢弱まる

いこいの村南側山林延焼中

西根分署出動

西根町消防団出動指令

松森山延焼拡大

いこいの村山林鎮火

松森山鎖圧

鎖火

林野火災対策本部解除
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（力） 時間的経緯

日 時 経過時間 火 災 状 況 消防活動状況 救災助対活動本等の部状況・

(4月27日）

10: DO 0陸上自衛隊岩手駐屯地油習

場弾沿地付近から出火

（推定）

［天候くもり］南の風 7.8 m 

湿度 60%

気温 18.1℃

10: 35 35 分 0自衛隊消火活動（第 1倅弾

堤西側弾行地北側及び馬立

台周辺ー 976名、水そう付

ボンプ車 1台、ジェットシュ

ーター 106台）

11 : 53 1時間 0西根分署「いこいの村」裏

53分 側から煙が見える旨受信

（一般加入屯話）

0西根分署隊（水そう付ポン

プ車 5名）、西根町消防団

(1分団ボンプ車4名）警

戒出動

11 : 55 1時間 0玉ll」分署党知（一般加入屯

55分 話により陸上自衛隊岩手駐

屯地から）

0屯山分署隊Ili動（水沢開拓

東側地区のノコレン沢住家

防ぎょ）

12: 05 2時間 0施沢分署党知（自衛隊に問

5分 いあわせて確認）

12: 07 2時間 0西根分署隊現場到泊、火災

7分 確認

12: 08 2時間 〇施沢分署隊出動（水そう付

8分 ボンプ車 l台、 4名）

12: 11 2時間 0東北自動車逍西根 IC～安

11分 代 IC問閉鎖

12: 12 2時間 0施沢村消防団第 3中隊出動

12分 指令（第 6、7、8分団
4台85名）

0沌沢分署非常招集

0盛岡消防署タソクローリー

車出動指令 (3名）
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El 時 経過時間 火 災 状 況 消防活動状況 救災助対活動本等の部状況・

12: 15 2時間 0西根分署非常招集

15分

12: 21 2時間 0施沢村梢防団第 2中隊出動

21分 指令（第 4、5、]0分団

4台 83名）

12: 25 2時間 〇滝沢分署隊、陸上自衛隊岩

25分 手駐屯地正門到沿

12: 35 2時間 0油習場地内で黒煙発見

35分 （滝沢分署隊）

12: 40 2時1廿l 0西根町から吹き流しの煙確 0西根分署隊火災防ぎょ体制

40分 9し9む9 しく

12: 44 2時間 〇施沢分署隊霜橋到rt

44分

12: 50 2時間 0西根町消防団第 111!動指令 0西根町「火災発生」放送

50分 （第 1~7分団

16台 170名）

12: 56 2時間 0広範囲に延焼拡大中 0沌沢分署隊現場到[t

56分

13: 00 3時間 0烈風にあおられ火勢は強く 0西根町梢防団第 211¥動指令

なり、西根町三ツ森山方向 （第8、9、10分団

に延焼拡大 6台 52名）

13: 10 3時1閉 0西根町水沢地区、いこいの

10分 村住民に避難命令 (120名）

13: 12 3時間 〇ノコレン沢延焼中 〇ノコレン沢防ぎょ（水そう

12分 付ポンプ車 6台、ポソプ車

8台、化学車 1台、小型4

台、 223名）

13: 41 3時間 0いこいの村南方へ延焼中 0いこいの村周辺防ぎょ（水

41分 そう付ポンプ車8台、ポン

プ車5台、化学車 1台、小

型5台、 149名）

13: 44 3時間 0三ツ森山に延焼拡大 0滝沢分署隊、駐屯j叫役舎へ

44分 0岩手駐屯地内火面拡大 転戦 (2台 36名）

13: 52 3時間 0いこいの村危険状態 0いこいの村防ぎょ（ポンプ

52分 車7台、小型 2台、 168名）

13: 55 3時間 0沌沢村消防団全団出動指令

55分 （第1、9分団 11台 260名）
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日 時 経過時間 火 災 状 況 梢防活動状況 救災助対活勁本等の部状況・

13: 58 3時間 0西根町消防団第 3tll動指令

58分 （第11、12、13分団

7台 61名）

14: 00 4時間 0沌沢村消防団長、滴沢分署

署長代理、自衛隊駐屯地司

令対策協議

14: 23 4時間23分
0応援要，；1,i（盛岡市、弔石町、
岩手町、松尾村、玉山村）

14: 27 4時間
27分

0/)＜沢開拓延焼中

14: 40 
4時4間0分 0現の場村指）揮本部設ii,[（いこい 0西根（町林野し‘火災対策本部設

骰いこの村）

14: 49 4時間 0施沢村民家延焼（小屈焼失） 0家尻に予備注水し延焼防止

49分 （水そう付ポソプ車 l台、

ポンプ車 5台、ジェットン

ューター 5台、 76名）

14: 50 4時lfil 0盛岡地区広域行政事務組合

50分 消防本部非常招集

14: 59 4時1iil 〇盛岡梢防署lli動（化学車］

59分 台、水そう付ポンプ車 2台）

15: 00 5時間 0西根町水沢地区延焼（住家

2棟、非住家 7棟全焼、 Jl:

住家 1棟部分煉）

15: 04 5時It}］ 0国逍 282号線分れ～平館！廿l

4分 閉鎖

15: 13 5時間 0松川地区延焼中 0松川地区防ぎょ（ポンプ車

13分 5台、小型6台、 117名）

15: 17 5時1iil 0西根町山後地区に避難命令

17分

15: 31 5時間 0非常食手配

31分

15: 44 5時間 0飛火警戒本部設骰（松森山

44分 山麓）

15: 45 5時間 0山後、五百森、岡村、松川

45分 地区避難命令 (270名）

16: 05 6時間 0現場指揮本部移設（南部赤 0林野火災対策本部移設（南

5分 松茶屋） 部赤松茶展）
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日 時 経過時間 火 災 状 況 消 防 活 動 状 況 救災助対活動本等の部状況・ 

16: 16 6時間 0松森山延燐ヰI 0松森山防ぎょ（水そう付ポ

16分 ンプ車 2台、ポンプ車14台、

小型12台、 317名）

17: 30 7時間 0空中消火活動開始（中型2

30分 機）

18: 30 8時間 0西根町内火災状況放送 (J塁

30分 事有線）

18: 58 8時liil 0空中梢火活動終了

58分

19: 30 9時間 0一斉下山指令

30分

19: 50 9時間 0盛岡車両部隊、玉山村、岩

50分 手llIIili防団解散

20: 28 10時間 0沌沢油習場、いこいの村南

28分 側火努強まる

21 : 25 11時間 0帰署指令（西根除く）

25分

22: 00 l2時間 0松森山延焼拡大中 0松森山周辺警戒（水そう付

ポソプIii2台、ポンプ車 6

台、小型16台、 55名）

(4月28日）

0 : 30 14時1}il 0 西根分署、 JI;•常招集貝解除

30分

1 : 42 15時間 0松森山尾根づたいに延焼拡 0民家へ予備注水（小型 1台）

42分 大中

1 : 58 15時間 0松森山山頂延焼拡大中

58分

4 : 15 18時間 0空中消火活動再開（中型 4

15分 機）

5 : 01 19時間 0三ツ森山南側自然鎮火

1分

6 : 20 20時間 0西根署隊、団隊一旦帰署

20分

7 : 36 21時間 0松森山火勢弱まる 0松森山偵察

36分
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日 時 経過時間 火 災 状 況 消防活動状況 救災助対活動本等の部状況・

7 : 58 21時間 0いこいの村南側山林延焼中

58分

8 : OD 22時間 0西根分署出動（ボンプ車 1

台、 5名）

8 : 22 22時間 0西根町消防団出動（ポンプ

22分 車9台、小型20台、 350名）

8 : 51 22時間 0現場到将

51分

9 : 07 23時間 0松森山延焼拡大

7分

9 : 20 23時間 0いこいの村南側山林ジェッ

20分 トツューターにより消火活

動

9 : 30 23時間 0空中消火活動終了

30分

10: 12 24時間 0いこいの村南側山林鎮圧

12分

11: 12 25時間 0いこいの村山林鎮火 0三ッ森山残火処理

12分

11: 13 25時間 0松森山鎮圧

13分

13: 30 27時間 0西根町管内鎖火

30分

15: 00 29時間 ol）'i火

17: 00 31時間
0西根町林野火災対策本部解

除
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工大槌町

（ア）気象通報時の予防広報

◎ 4月23日 強風注意報（継続）、異常乾燥注意報が発令になり、町内の巡回予防広報を実施。

◎ 4月27日 強風注意報、異常乾燥注意報（継続）発令、午前 8時から広報を実施。

10時32分に町内吉里吉里地区で林野火災発生し、気象状況も危険な状態となってきたので、

警戒体制にはいる。

（イ）党知の状況

山の麓付近の杉林から白い煙が立ちあがっているのを見つけた第 1発見者が、商用先の製材

所へ駆けこみ、製材所社長が外に出て白煙を確認し、 15時26分 119番で「桜木町共栄スーパー

の裏山から白い煙が出ている」旨消防署へ通報した。

（ウ）現場付近の状況

大槌町は、西側に北上山地が南北にのび、これより発する支脈が他市町村との境をなし、

1,173 mの白見山を最高峰に峰々は連なり市街地や密集地を包み込むように東へ伸びて海に迫

っている。

今回の火災発生の市街地背後の山林も同様の支脈で、城山など標高 200- 300 mの山が辿担

し、市街地の周囲を投っている。

この山を境に北に大槌川、南に小鎚川が西から東に流れ大槌酒に注ぎ、この川の流域や河口

の平担地に開けた集落がおよそ 4,000世帯の市街地となり、ほぼ中程を西から東へ国逍45号線

が走っている。

出火点（祝田山林）は、昭和43年3月に発生した菊原山林火災、また昭和46年 5月に発生し

た祝田裏山山林火災の残存した箇所であるため10~20年の杉が密生し、昨年杉を手入したこと

もあって落葉が堆柏している。そして、この地域は大槌城の築造の要がいとして傾斜面30~60

度の峻険と垂直なる岩場が各地にみられる。

（エ）火災の概要

今次火災の出火点及び延焼拡大した地域は、過去昭和43・年、 46年と二度も火災災害に見舞わ

れた地域であり、今回も全く同じ経路をたどったものである。

出火場所は、 10~20年生の杉が密生している所で、昨年杉の下枝を切り落したこともあって

杉の葉がいたるところに蓄梢しており、次々と地を遥うようにして燃え広がり、折からの突風

により各所に飛火した。

署では、火災を確認するや直ちに第 2出動を指令し、さらに第 3出動を指令し消火に当たっ

たが、火勢は過去に経験したことのないほどのものすこ｀｀い速さで市街地に向け延焼拡大したの

で、山林火災防ぎょは放棄し、市街地の防ぎょを優先した。

15時45分に釜石市、山田町に対し応援要請を行ったのをはじめとして、遠野市、宮古市への

応援要請、更には自衛隊の派遣要請を逸速く行い、また、町内を一巡する水利の水門を全開し
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大屈の水利を確保し、民家への延焼をくいとめた。

その間、防災行政無線（愛の鐘）等を通じて地域住民の避難命令を発し安全確保に努めるな

どして、 18時51分、市街地方面への延焼を阻止した。

翌28日、自衛隊が到着したので、ジェットシューター等により山林の消火を実施し、 11時00

分に鎖火させたものである。

（オ） 消防活動状況

R4月27日
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6

6

6
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l

l

l

1

 

桜木町裏山の山林から出火

蹂知（署指令車、タンク車出動）

現場到着（杉林から盛んに白煙が立ち昇っているのを確認）

消防署 第 2出動（ポンプ車、工作車出動）

” 非番職員招集 (16名）

消防団第 1出動指令（第1、2、3分団 ポンプ車 8台、小型 1台、 162名）

現場指揮本部設骰（古廟橋提防付近）

消防団第 2出動指令（第 4、5分 団 小 型 5台、 84名）

ー大槌町消防団全分団出動指令一

突風により、市街地方面へ延焼拡大中

大槌町災害対策本部設訊

応援要請（釜石市、山田町）

火勢は市街地に接近し、空は灰や煙で赤く染まり町全体が恐怖におちいる。

上町、本町、末広町への転戦指令

自衛隊へ災害派遣要訥

桜木町の民家延焼（部分焼 Irr/)

上町、本町危険状態

応援要請（遠野市）

” （宮古市）

16 : 3 5 避難命令（上町、本町、末広町）

一般町民へ消火応援要請（広報及び自家への予備注水と警戒）

I 6 : 50 大ケロ町営住宅付近危険状態

大ケロへ転戦（釜石消防署隊）

I 7 : 0 0 末広町商店街狐山延焼中

末広町へ転戦（山田消防署隊）
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19 : 30 

2 0 : 2 0 

2 0 : 5 0 

21 : 0 0 

21 : 3 0 

2 2 : 00 

◎4月28日

0 : 0 0 

0 : 24 

2 : 0 0 

2 : 3 0 

4 : 10 

4 : 2 0 

6 : 00 

11 : 00 

1 1 : 2 5 

再度避難命令

火勢は、屋敷、大ケロへ延焼拡大中

大ケロへ転戦（山田町消防団）

釜石第 1、7分団、宮古第 4、20分団大ケロへ部署

大槌小学校延焼（部分焼 2吋）

遠野消防隊到着 ー各消防隊部署完了一

町方鎖火状態

各消防隊、警戒班を残し臼沢、大ケロ方面へ転戦

避難命令一部解除（上町、本町）

小鎚方面三枚堂裏山及び屋敷方面延焼中

風勢、火勢弱まる

避難命令全域解除

臼沢方面延焼中

延焼速度緩慢となる

大ケロ鎌田ストアー向い山峰づたい延焼中

陸上自衛隊（仙台）先発隊到箱

臼沢方面火勢弱まる

火勢鎖圧状態となる

自衛隊到将（大槌中学校グランド駐屯）

臼沢で再燃延焼中

再度風勢強まり、再燃の恐れ

自衛隊作業開始（ジェットシューター70、450名）

臼沢方面鎮圧状態

自衛隊作業終了

鎮火

愛の鐘（防災行政無線）で「鎖火」を広報
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（力） 時間的経緯

日 時 経過時間 火 災 状 況 消防活動状況 救災助対活動本等の部状況・

(4月27日） 0小鎚第25地割 124ー内ー 2 0当日も異常乾燥注意報が継

15: 23 号（桜木町裏山）の山林か 続中で朝 8時には広報をも

ら出火 って注意を呼びかけた。ま

，南世の●鉦90大2:0ml た10時30分にも吉里吉里地

気圧 15・00 内で林野火災が発生し、危

温度 ' 険な気象状態であったため、

湿度 消防長より非番職貝は自宅

、最低湿度 1696 14:30 待機の命あり。

15: 26 3 分 0桜木町釜石共栄裏山より煙 0消防署第 1出動

が見えるとの通報 (lj9)受 指令車、タンク車偵察Il通り

信

15: 30 7 分 0指令車、タンク車が現場到 0署タンク車放水開始(!線

泊時の所見は、部署位骰か 6本）

らJOOm位沢に入った杉林 〇消防署第 2出動

から白煙が盛んに立ち昇っ 1号車、工作車出勅

ており火事と断定。 0サイレン吹嗚

非番l識且招集 (16名）

（姐保号、予備車出動）

0消防団第 1出動

梢防団 1.2. 3分団Il.i勅

3個分団（ポンプ車8台、

小型 1台、 162名）

15: 35 12 分 0タンク車放水中!2-!3mの 0現場指揮本部設骰 0大槌町災害対策本部設骰

突風により一瞬にして山齢 （古廟橋提防附近） （大槌町役場内）

市街地へ向け延焼拡大 0消防団第 2出動

消防団 4.5分団出動

2個分団（小型 5台 84名）

0消防長、次席現場から帰署

役場へ赴き応援要請を進言

15: 45 22 分 0強風に煽られすこ＂い勢いで 0町内一巡する水路の水門全 0釜石市、山田町へ応援要諮

飛火延焼拡大 開 0飛火警戒の広報

15: 47 24 分 0火努は峰を越え源水地区へ 0消防力の一部を源水方面へ

延焼 移動

16: 00 37 分 0強風が吹き流れ火勢は稜線 0上町、本町、末広町へ転戦 0自衛隊へ要諮（県経由）

を越え市街地も危ぶまれ、
[1分団 l, 2, 3部］

空は灰や煙等で赤く染まり 2分団 I. 2. 3部

町全体が恐怖に陥る 5分団 3部

0署捐保号大槌小学校部署
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日 時 経過時間 火 災 状 況 梢防活動状況 救災助対活動本等の部状況・ 

16: 14 51 分 0桜木町地区（通称古明神） 0釜石消防署到符桜木町へ部

の民家延焼の恐れあり 署

住家部分焼 1面 0山田消防団第 2分団大槌小

学校附近へ部署

0 3分団 2部、釜石車両で民

家延焼をくい止める

16: 16 53 分 0上町、本町危険状態 0山田消防団第 4分団到泊

本町地区へ部署

16: 30 1時間 0依然として延焼拡大 0辿野市へ応援出動要諮

7分

16: 32 1時間 0宮古市へ応援出動要甜

9分

16: 35 1時1hl 0桜木町より小鎚方面へ延焼 0一般町民へ梢火応援出動要 0危険地域への避難命令

12分 火勢強し 請（広報及び自家への予備 （上町、本町、末広町）

注水と警戒） 0避難場所

安渡小学校

安渡公民館 約!,200000戸人

安渡保育所

16: 37 1時間 0末広町危険状態 0山田消防団第 8分団到杓

14分 末広町江岸寺へ部署・

16: 50 1時間 0大ケロ町営住宅附近が危険 0釜石消防署隊大ケロ地区へ 0地方課より自衛隊ヘリコプ

27分 状態と通報あり 転戦 ターが飛べない旨辿絡あり

17: 00 1時間 0末広町脱店街裏111延焼中 0 5分団 2.3部孵化場方面へ 0再度避難命令

37分 転戦 0炊出し第 1回開始

0山田消防隊末広町地区へ転

戦

17: 15 1時間 0町方民家、大槌小学校、保

52分 育所は危険をまぬがれたも

よう

17: 42 2時間 0大槌小学校屋根に飛火 0署損保号、第 2分団 1.3部

19分 部分焼 2rrr 第 3分団 1部消火に当たる

0火勢は屋敷、大ケロへ延焼 0山田消防団大ケロへ転戦

拡大 0釜石第 1分団 3部到着

大槌中学校附近へ部署

0宮古第 4分団到柑沿〕大へ部ケ署口

°”第20分団到

0釜石第 7分団到莉、大ケ口

ヘ部署

- 77 -



日 時 経過時間 火 災 状 況 消防活動状況 救災助対活動本等の部状況・

17: 56 2時間 0大槌小学校鎖火 0署損保号、第 2分団 2隊、 0災害対策本部より自衛隊へ

33分 第3分団 1隊引き続き警戒 正式要諮

0釜石第 7分団 4部到沿 車両70台以上

大ケロ方面へ部署 人貝 200人

(456名となる）

17: 58 2時間 0宮古 4分団連絡車到沿

35分

18: 07 2時間 0臼沢細越沢に延焼中 0釜石製鉄応援部隊小鎚方面 0炊出し第 2回開始

44分 018時現在気象状況 細越沢へ部署

気 圧 1020mb

湿度 3896 

温 度 22℃ 

風速 2m NW 

18: 35 3時間 0遠野消防隊到沿 0応援要請

12分 臼沢橋附近へ部署 釜石市

ボンプ 15台 276名

釜石製鉄所

タンク 1台 9名

山田町

ボンプ 5台 84名

宮古市

ポンプ 2台 38名

遠野市

ポンプ 2台 13名

広報車 1台

18: 51 3時問 0町方は鎮火状態 0警戒班の他は臼沢、大ケ口 0懐中電灯確保

28分 方面に転戦移動

19: 30 4時問 0焼損而梢状況 0避難命令一部解除

7分 約154ha （上町、本町地区）

19: 47 4時間 0山田消防署帰隊

24分

20: 20 4時間 0小鎚方面三枚堂裏山まで延 0山林内にホース延長し、予 0炊出し配逹終了

57分 焼中 備注水

0屋敷山の沢峰を延焼中

20: 32 5時間 0源水大槌中学校附近は鎖火 0宮古 4分団帰隊

9分 状態
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日 時 経過時間 火 災 状 況 消 防 活 動 状 況 救災助対活動本等の部状況・

20: 50 5時間 0風勢、火勢弱まる 0宮古20分団帰隊 0避難命令全域解除

27分

21 : 00 5時間 0臼沢方面延焼中 0救急 2水路取入口調整

37分 0山田消防団 4隊帰隊

21: 30 6時間 0延焼速度緩慢となる 0各防ぎょ隊は現場附近で警 0役場係長以上、総務課全員

7分 戒待機中 待機

21 : 46 6時間 0釜石第 1分団 3.4部、釜石

23分 第 6分団 l.3. 6部、釜石第

7分団 4部帰隊

22: 00 6時間 0大ケロ鎌田ストアー向い山 o Iの3、 1の2、署 1号、

37分 峰づたい延焼中 5の2、署小型5台で中継

送水で消火に当たる。

0釜石消防署隊、釜石消防団

第 6分団 2.5部帰隊

22: 30 7時間 0釜石第 6分団本部・ 7部、 0自御隊朝食分 (460食）大

7分 釜石製鉄所隊、遠野消防署 槌中学校購堂へ述搬

員、遠野第 1分団 2部、遠

野第 7分団 6部、釜石第 6

分団 4.8部帰隊

23: 03 7時間 0大槌小学校裏山残火処理中

40分

23: 18 7時間 0釜石消防長外 2名帰隊

55分

23: 30 8時間 0大槌中学校前山林中腹より

7分 火の手があがる

23: 48 8時間 0署タンク車、工作車、 4分

25分 団 I.2部臼沢橋から焼却炉

の間に警戒部署

(4月28日） 8時間 0仙台自衛隊先発隊到茫i

00: 00 37分 0零時現在大ケロ方面部署状

況

大槌中学校

第 2分団 2部

屋 敷

第 5分団 1.2. 3部

鎌田ストアー

署 1号、小型

- 79 -



日 時 経過時間 火 災 状 況 消防活動状況 救災助対活動本等の部状況・

第 1分団 2.3部

第 5分団小型

00: 24 9時間 0臼沢方面火勢弱まる 0残火処理中

1分

00: 45 9時間 0臼沢橋下流附近火勢強まる 0第 3分団、第 4分団 2部中 0大ケロ地区多目集会場開放

22分 継放水 (iti防団貝休憩用）

1 : 30 10時間 0仙台総監部第 2特科群、

7分 群長到泊。直ちに消火準備

等に関し協議

1 : 57 IO時間 0消防長、次席、団長、副団 0自衝隊車両誘羽のため古廟

34分 長、団本部長、自衛隊との 橋待機（役場車両）

打合せのため大槌中学校グ

ランドへ

2 : 00 10時間37分
0火努鎮圧状態となる

2 : 30 11時間7分
0大日衛槌車人隊中到学両貝校羽iグランド駐屯

66麿
502 

4 : 10 12時間 0臼沢再燃で延焼中 0警察と地方課へ被害状況報

47分 告

(161. 56 ha、96,000千円）

4 : 20 12時間 0再度風勢強まり再燃の恐れ 0自衛隊出動作菜開始(4隊）

57分 あり 大ケロ（北山） 150名

ジェットシューター 30個

末広町旧変屯所（北海）

100名

ジェットシューター 10個

中央公民館～城山（南悔）

100名

ジェットシューター 10個

臼沢橋（南山） 100名

ジェットシューター 20個

（出ジ動人貝 450名個） 
ェットシューター70

4 : 34 13時間 0釜石消防署より翡圧ボンプ

11分 借用

5 : 32 14時間 0臼沢方面 3ケ所から火の手 0状況視察の上、消防署隊と

9分 があがる 高圧ポンプを出動させ、高

圧ボンプ使用により鎖圧
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日 時 経過時間 火 災 状 況 消防活動状況 救災助対活動本等の部状況・

6 : 00 ¥4時間 0臼沢方面鎮圧状態 0 6時現在の部署状況

37分 上木’li務所Ilii

第 l分団 2部

臼 沢

第 2分団 3部

大槌中学校前

第 5分団 3部

大ケロ住宅ijij

第 2分団 1部

第 2分団 2部

第 5分団 1部

大ケロ鎌lT1ストアー1ii]い

署 1号車．j且保号

第 1分団 1部

第 1分団 3部

7 : 00 15時r::1 0朝食配付 (300食）

37分

7 : 30 16時間 0自衛隊（北梅） 1H変屯所か

7分 ら登山隊は消火作業終r後
待機

8 : 08 16時1hl 0桜木町住家罹災状況視察

45分

8 : 20 l 6時間 0諜長会議

57分 （経過報告、被宮淵杏）

8 : 38 17時間 0大ケロ方面延焼0)恐れなし 0大ケ [1鎌田ストアー向い

l5分 ホース撤収

署、 1号車、小咆

第 1分団 3部

筍 5分団 2部

8 : 50 17時間 0自衛隊（南汁1j),1,央公民館

27分 から登LI]隊はii'j火作業終了

後待機

9 : 00 17時間 0自術隊と 2回［」打合せ 0鎖火収はの打合せ

37分

9 : 15 17時間 0被害謁西方法打合せ

52分 （農林'1i務所）

- 81 -



日 時 経過時間 火 災 状 況 消防活勁状況 救災助対活動本等の部状況・

9 : 40 18時間 0屈敷沢火の手があがる。 0署 1号車大ケロから移動し

17分 消火作業に当たる（ジェッ

トシューター 6名）

9 : 58 18時間 0現場検証（署貝 4名）

35分

JO: 20 18時間 0城山（南海）、旧変屯所（北

57分 洵）自衛隊下山

10: 40 19時間 0自衛隊（南山）臼沢からの

17分 登山隊は消火作業終了後下

山

11: 00 19時間 0全1II鎖火状態となる 0自衛隊（北山）大ケロから 0鎮火宜言

37分 の登山隊はii,j火作棠終了後

下1[1

11: 25 20時間 0 「午前11時00分鎮火」愛の 0釜石県民室宛「鎖火」報告

2分 鈍広報

0再燃を考磁し、対応できる

体勢に有ることを指示し、

第 4分団を待機させ解散

住
家
に
迫
る
火
の
手
（
大
槌
町
桜
木
町
）

ド ー ゑ-傘/心ぶ巧滋孟° ' -

（提供ー大槌町消防本部）
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5. 被害の概要

(1) 概況

火災及び強風の被害は、県内全域に及び大規模な林野火災が発生した久慈市、岩泉町及び西根町や

強風の吹き庶れた内陸中北部を中心に、死者 1人（強風）、負似者26人、住家の全焼47棟、半壊 8棟、

り災世帯71世帯、り災者243人等となっている。

また、これら火災と強風による被害額は約50低6,883万円に逹し、なかでも森林など林業関係 (28

低 5,819万円）、水産関係 (7低3,847万円）、住家 (6低4,888万円）、農業施設 (4似 3,792万円）の

被害が甚大となった。

(2) 被害総括表

区 分 単位 数凪 被害額 備 考

干円

死 者 人 1 

人

負 似 者 99 26 重傷者 3人、軽傷者23人

全 焼 棟 47 527, 114 

住

半 壊 " 8 3,162 

一部破捐（焼） ” 223 32, 182 一部焼拍 1棟10千円を含む

非 住 家 99 233 86,417 

家

小 計 ” 511 648,875 

建 物 棟 49 13,559 

庁

船 舶 4三程 I 600 

舎

工 作 物 箇所 23 14,635 

等

小 計 28, 794 
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区 分 単位 数捐 被害額 備 考

千刊

『祉育

社会福祉施設 施設 10 I, 998 保育所（6)、児童館 (4)

社会教育施設 99 5 3,500 公民館 (4)、追跡発掘事務所 (1)

． 

i: 体 育 施 そ政n』 99 7 28,382 野救場・述動場（6)、体育館 (1)

小 計 99 22 33,880 

医療 9l自9< 立 病 院 棟 3 141 

消 消防分団屯所 ” 1 !, 500 久慈消防団第 3分団

防

施
ホ ス 本 40 !, 400 99 

設 小 計 2,900 

展望休憩所 箇所 I 20,000 

観

野営場施設 " I 500 

光

宿 泊 施 設 " 18 58,440 公共（2)、民営 (3)

施

そ の 他 99 2 800 
'双"、

小 計 99 22 79, 740 

商 商 業 関 係 46, 111 建商物品 1152,,600101千千円円、備品等 15,000千円

工

関
工 業 関 係 15,367 建物 14,867千円、機械等 500千円

係 小 計 61.478 

水 産 施 設 箇所 141 527,296 共同施設 (10)、非共同施設 (131)

水
漁 船 隻 120 100,440 動力船 (99)、無動力船 (21)

産

漁 具 95,379 

関

冷 棟加工品 トン 187 15,350 

係

小 計 738,465 

鱈 水稲育苗ハウス 棟 8,400 245,232 
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区 分 単位 数 屈 被害額 備 考

子円

股 野 菜 ハ ウ ス 棟 I, 890 118,251 

業
畜 舎 ・ 鶏 舎 等 99 132 74,435 

施

設 小 計 99 10,422 437,918 

牒
水 育 苗 箱 10, 770 6,420 

作 野 菜 ha 101.1 19,786 

物 葉 た Iぷ こ 99 176. 0 12. 379 

笙、ナ． 
小 i ·I• 38,585 

乳牛 ． 肉牛 頭 4 1,200 
家

プロイラー、採卵鶏 羽 3,300 4,225 

畜
小 計. 5,425 

流廃地施設 カ所 4 891,400 

林 産 施 設 台 2 350 巡搬機等

林

林 産 物 本 28,000 14,000 しいたけほだ木

業

森 林 ha 2,892.58 1. 952,442 

関

国 有 林 99 172. 05 289,392 

係
公 団 有 林 99 101. 72 104,329 

『
県 有 林 99 112. 63 107,576 

市町村有林 99 109. 01 83,153 

私 有 林 99 2,397.17 1. 367,992 

I]ヽ 計 2,858, 192 

学 小 匹子・ 校 校 19 2,004 

校 中 学 校 99 8 903 
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区 分 単位 数鼠 披 害 額 備 考

91’l 

高 校 校 21 30, 273 

学

促 殿 学 校 " 3 143 

そ の 他 箇所 1 56 

校

小 計 33, 379 

迎 信 恨l 係 74,214 

そ

屯 力 関 係 23,603 

の

鉄 迫 関 係 箇所 5 3,242 

他

小 計 101,059 

切示ふ＼ i 1• 5,068,831 

（岩手県災雹対策本部調）
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(3) 市町村別被害項目別被害一覧表

（金額単位：千円）

市□町村名 分

人的被害 住家被害 非被 り 災
庁舎等 i体内tt会会育施1教/，i育祉設被`  、

観光施設 商工関係 水産関係 農業施設 農作物写 家畜等 林業関係 通信関係 電力関係 鉄道関係 国有林被害金額 医旅衛生 消防施設
死 項 軽 全． 半

門
住 世 人 住家被害 学校被害

家害
合計 被害 施設披害 被害 被害 被害 被害 被害被害 関係被害 被害 被害被害 被害 被害

者 傷 傷 焼 壊 帯 u 
I i感岡市 、9 ， I 

＇ 
£ I t!t;, ） 4 500 932 11 ,. 

2 i空古 1" 95 5; 9C 

3 大船渡市 688 殴

4 水沢市

5 花登 i" I I I I 107,740 830 65 96, 7糾 4,057 6,0訊

6 北上市 I. 198 500 698 

7 久慈市 4 45 4 75 61 211 2, 441. 581 547,745 8,106 2,725 2,900 47,000 45,000 738,465 552 18 1,034,394 14,676 

8 遠野市 6,068 5、958 60 50 ， ＂］市 145 145 
IO 陸前高田市 395 335 60 

11 釜石市 40 40 
12 江刺市

13 一 戸 市 460 460 

14雫石町 2 21 8 20、564 5,795 700 13,551 518 
15 葛在町 I l 2 28 63 2 10 51,970 38,005 127 2,743 9. 731 671 693 

16 岩キ町 l 1,302 50 944 308 
17 四限町 2 2 54 21 2 5 645,217 31.690 12,592 493 500 6,500 158,872 8,6叩 5,025 136,366 2,700 282,512 

18 滝沢村 2 6 23,746 3,310 5,096 30 13,538 794 400 578 

19 松尾村 2 5 3 46 29 3 11 74,180 6,579 728 2,510 31,400 156 30,526 2,281 

20 玉山村 I 35,576 1、OOO 100 16,370 16,298 1,808 

21 紫波町 5 5 颯 118 3,900 65 切， 537 5,502 234 瑯

22 矢 m 町 l 5 2 11,796 557 10,819 420 
23 郡南村 3 15,849 1,150 9,799 3,000 1,900 

24 大迫町 l82 182 
25,fi.I}谷町 22. 280 11. 736 47 10,497 

26 東和町

21 ~I 買町 I 21,936 285 JO, 125 11,406 120 

28 沿田町 163 91 72 
29 江釣子村 I 2,062 500 100 1,462 

30 沢内村 I, 045 625 420 
31 金ケ崎町 100 100 
3i Hi 沢町

33胆沢町

34 衣川村

35 花泉町 215 215 
36 平泉町

37 大東町

38 藤沢町

39 十厩町

40 !l! 山町 7 7 
41 室根村 12,645 6,645 6,000 

42 川崎村

43 住田町 120 叩 OU 
14 ：：：：砕町

45 大船町 1 I 360,867 10 11 360,816 3U 

46 宮守村 579 39" 

47 田老町 43 43 
48 山田町 33 33 
49 岩泉町 5 3 I 3 6 1.024.241 l. 114 15 800 l, 379 I, l』.．
50 田野畑村 414 414 
51 普代村 4 I I. 728 957 764 7 
52 新 里 和 I 5,273 60 5,000 213 
53 川井村 I 713 500 213 
54 軽米町 3,432 o,432 

55種市町 2,929 14 67 2,848 

56 野田村 3 ， 10 961 I 780 1,350 40 7. 411 
57 山形村 20 8 2 914 2 410 486 18 
58 大野村 273 112 58 
59 九 p 村 3 879 646 893 2 340 
60 浄法寺町 22 3 4 543 698 5IO 4,033 

61 安代町 I 8祁 1.077 83 

62 p 町 377 75 215 87 

そ の 他 101 059 74,214 23,603 3,242 

県 計 I 3 23 47 8 2お 233 71 243 5 068 831 648 875 28 794 33 880 141 2 900 79 740 61 478 738 465 437,918 38, 585 5,425 2，邸8,800 33,379 74,214 23,603 3.242 289,392 
よ （岩；県火災文 R本部閾）
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6. 災害現地調査の状況

県及び政府等関係機関は、災害応急措骰を講ずるため、災害現地凋査等を実施したが、その状況は

次のとおりである。

(1) 県関係

職 名 氏 名 謁杏期間 調 沓 地

知 事 中村 直 4月30日 久西慈根市町、、 岩施泉沢村町
~5月1日

副 知 事 赤沢善二郎 4月28日 久慈市、岩泉町

総
次 長 高 橋 令 則 4月27日 久慈市

~4月29日
務 5月9日

部 消防防災課長 山口 i翡三郎 5月5日 久慈市

福
部 長 小原 稔 4月28日 久慈市

祉
参厚生援事設課兼長

金野 煕
部

:` 
部 長 小田 益 4月30日 西根町

屈用保険課長 勝 山 篤 二

｀ 
部 長 中谷真也 4月28日 花西根巻町市、、 和松尾買村町

畑作園芸課長 中野昌造

部 長 中村 廉 4月28日 久慈市

林
次 長 高 橋 健 之 4 月30 月日 久慈市、岩泉町

~5 1日

業 林 業 課 長 佐々木和巳 4月28日 久慈市

県有林課長 新里 実 4 月月28 日 岩室泉根村町
水 5 7 月日

~ 5 8日

産 森林保全課長 小原善次 4月28日 室根村

部 林政課技術主幹 斉藤光市 4月28日 大槌町

技漁術政参課事兼長 大 越 俊 作 4 月30 月日 久慈市
~5 1日

部 長 金子 晃 5月7日 久慈市
土

木
砂 防 課 長 柳 舘 謙 吉 5月2日 久慈市

部 建 築 課 長 下 間 弘 道 5 月3 月日 久慈市
~ 5 4日
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(2) 県議会関係

調査団の名称 代 表 者 団員数 淵査期問 調 査 地

副議長 沌沢村、西根町
県議会災害現地調査

菅 三 郎
14人 4月 28日 久慈市、岩泉町

大槌町

(3) 政府関係機関

省庁 職 名 氏 名 調森期間 調 査 地

国
長 官 加藤六月 5月9日 久慈市

長官官房審議官 若井紀雄

土 長官秘苫官 徳山 直

庁 長官官房総務課長 穂稲良 行

長官官房防災企画課長 楢橘泰道

長 官 砂子田 隆 5月5日 久慈市
消 総務課総務係長 平山 優

防 地域防災課課長補佐 鈴木禅 夫名 4 月28 月日 久慈市
ほか 1 ~ 4 29日

庁
研消防究研室究長所火災物理 山 下ほ邦か 1栂名

5月12日 久慈市
~ 5月14日

髯 大補佐臣官房総務課課長 岩渕安一 4 月30 月日 岩泉町
~ 5 1日

森林保全課長 古宮英明 4月30日 岩泉町
~5月1日

森林保全課課長補佐 村田吉三郎 4月28日 久慈市、岩泉町
林 ~4月29日

造指林羽官課森林災害復旧 香田徹 也 5月6日 久慈市、岩泉町

野
~5月7日

治山課災害査定官 鈴木宏美 5 月3 月日 久慈市、岩泉町
~ 5 4日

庁 林道課課長補佐 須藤消 肋 5 月5 月日 久慈市、岩泉町
~5 7日

森損林害保評全価課官森林保険 吉沢逍 夫 5月5日 久慈市、岩泉町
~5月7日

羹庁
漁業保険課課長補佐 小坂光昭 4 月30 月日 久慈市

漁政課管理官 亀山恭一 ~5 1日

> 建研築究研室究長所都市防災 岩河信夫 4月29日 久慈市
~4月30日
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7. 陳情の状況

(1) 県関係

県は、災害応急対策及び災害復旧対策に万全を期するため、これに対する国の援助について、中央

陳惜を実施したほか、災害現地調森のため来県した政府等関係者に陳梢を行った。

ア 中央陳情

（ア）陳情実施年月日 昭和58年 5月6日（金）

（イ）陳梢先

① 国会関係

衆・参議院災害対策特別委員長

自由民主党三役、県選出国会議員

R 政府関係機関

国土庁、大蔵省、厚生省、殷林水産省、自治省、股林礁業金融公厭

｛ウ）陳梢者

副知事 赤沢善二郎

" 岡上 泉

関係部の部課長

Iエ） 陳梢事項

1. 殷林水産関係

11) 被災地域が三年連続の冷災害地域であることに鑑み、被災1農業者の経営を早急に再建する

ため、自作農維持資金、主務大臣指定施設資金等の融資枠を確保するとともに、早期配分等

について特段の措附を講ぜられたい。

121 農業協同組合の共同育苗施設及び股業倉庫等の復旧については、「股林水産業施設災害復

旧事業国庫補助の暫定措岡に関する法律」を適用されたい。

13) 被災状況調査のための空中調査及び空中写真撮影等に対する補助の措皿を購ぜられたい。

141 森林災害について局地激甚災害として指定されたい。

151 森林国営保険金の早期支払の措骰を講ぜられたい。

16) 被害木のうちなお利用可能なものについての伐木及び造材の事業並びに搬出機械の整備に

対する助成措囮を講ぜられたい。

17) 復旧造林事業に対する高率助成及び利用不能被害木の整理等に対する助成の拡大の措囮を

講ぜられたい。

18) 罹災林地整理及び復旧のための林道開設事業の拡充を図られたい。

191 罹災森林の跡地複旧及び二次災害防止のための治山事業を緊急に実施できる措置を講ぜら
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れたい。

uo) 山火危険地域における貯水施設、防火帯等防火施設設囲に対する助成措骰を購ぜられたい。

1111 礁業協同組合の共同利用施設の復旧については、高率助成事業を適用されるよう配慇せられ

たい。

um ！坦林漁業金融公眼等の融資について被災森林、林業施設並びに被災樵船、水産物加工施設及

び礁具倉庫等災害復旧に必要な資金の円滑な貸出が行われるよう措皿を講ぜられたい。

⑬ 被災礁船の復旧のため、樵船保険給付金の早期支払いについて特別の配慮をせられたい。

2. 厚生関係

11) 被災地は、客細股山礁村地帯であり自己毀金による住宅の復旧が、不可能な状態にあるので、

応急仮設住宅の設誼晶準を実情に即して述用できるよう特別の配應をせられたい。

121 罹災世帯の生計状態が零細であることに鑑み、その更生のため、資金の貸付を要する低所得

世帯に対し、その住宅整備並びに生業開始に要する賢金として、世帯更生沼金貸付国庫補助金

の増額を図られたい。

3. 財政関係

災害応急対策、災害復旧対策、被災者に対する税及び高校授業料の減免等の災害対策経費の増

媒に伴う財政孟要に対し、特別交付税の交付、地方伯の許可等の財源措骰について格別の配慇を

されるとともに、普通交付税の繰上交付の措骰を講ぜられたい。

イ 災害現地調査等関係者に対する陳情

陳梢年月日 陳 t/i の相 手方

4月 29日
自由民主党災害対策特別委員長

参議院議員 増 岡 康 治

自由民主党

4月 29日
衆議院議員 鈴 木 善 幸

99 工 藤 巌
参議院議貝 岩 動 道 行

公明党
4月 29日 衆議員議員 武 田 夫

参議院議員 藤 原 房 雄

4月 29日
日本共産党

参議院議貝 下 田 尽 子

4月 30日
殷林水林産野省災害調査団

野庁森林保全課長
古 宮 英 明ほか 3名

5月 5日 消防庁長官 砂子田 隆

5月 6日
民 社議党院

衆 誠員 和 田 耕 作
参議院議員 伊 藤 郁 男

国土庁長官 加 藤 六 月

5月 9日 自由民衆参主議議党院院議員 玉 沢 徳一郎
議員 岩 動 道 行
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(2) 県議会関係

県議会は、一般選挙後最初に招集された臨時会において、今次災害に係る誠貝発議による意見書が

提案され、 5月12日原案どおり可決された。

県議会は、これに基づき地方自治法第99条第 2項の規定による意見書を関係行政庁に提出した。

ア

イ

発議案の提出

提出者議員

ウ 賛成者議員

工 発議案の可決

昭和58年 5月10日

藤

堀

沢

菅

川

伊

千

倉 正 巳

ロ 治五右衛門

藤

野

口

藤

佐々木

佐々木

葉

小野寺

礼 次 郎

俊 吾

善

E
ッ

,
A
 

場

俊

洋

英

藤

勝

弥

孝

夫

平

雄

彦

昭和58年 5月12日

オ

カ

関係行政庁に対する意見杏の提出

意見杏の内容

昭和58年 5月13日

閣総理大

土庁長

蔵 大

生 大
林水産大

治 大

議院議

議院議

臣

官

臣

臣

臣

臣

長

長

内

国

大

厚

農

自

衆

参

殿

盛 岡 市 内 丸 10番 1号

岩手県議会議長高 橋 消 孝

昭和58年 4月27日の強風・異常乾燥下における

岩手県の火災と強風災害対策について

昭和58年 4月27日の強風・異常乾燥下における岩手県の火災と強風災害対策について特段の配慮

をされたい。

く理由＞

4月23日以降、異常乾燥注意報が継続中 4月27日に至り、北海道の西岸に進んだ発達中の低気圧
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と日本の東海上の高気圧の影密で県内は強風に見舞われ、特に久慈市では最大瞬間風速が38mにも

逹する台風並みの強風が記録された。

この強風によって、県内各地域において牒業施設等が被害を受けたほか、フェーン現象の発生に

伴い山林火災が頻発した。

その結果、死者 1名を含む人身事故26名、住家251棟、 1,112人が罹災し、また、山林4,976.3ha及

び漁船 116隻が焼失したほか股業施設等に甚大な被害を蒙るなど、被害総額は40僻4,000万円を超

える状況にある。

県は、この事態に対処するため、久慈市において災害救助法を発動したほか、被災市町村と密接

な辿携をとりながら応急対策を講ずるとともに、その復旧に万全を期しているところであるが、こ

れに対する国の援助について、特段の御配曲を賜るよう強く要望する。

上記のとおり地方自治法第99条第 2項の規定により意見書を提出する。

8. 災害の応急対策、復旧対策

県、関係市町村及び防災関係機関は、災害救助、災害の拡大防止及び災害応急対策等の措骰を講じ

るため、それぞれ災害対策本部を設骰し、その対策を講じたところであるが、その概嬰は、次のとお

りである。

(1) 災害対策本部の設置状況

設 皿 廃 止
区 分

月 時 刻 月 時 刻日 日

県 4 • 27 19 : 0 0 5 . 12 14 : 00 

久 慈 市 4 . 21 15 : 2 0 5 • 21 12 : 00 

西 根 町 4 • 2 7 14 : 40 4 . 28 I 7 : 0 0 

室 根 村 4 • 2 7 15 : 15 4 . 2 7 18 : 00 

大 槌 町 4 . 27 15 : 3 5 4 • 2 8 14 : 30 

岩 泉 町 4 • 27 15 : 3 0 4 • 3 0 15 : 30 

八戸 海上保安部 4 • 27 20 : 00 4 . 30 I I : 0 0 

日本赤十字社岩手県支部 4 • 2 7 17 : 30 5 • 10 15 : 00 

日本電信電話公社部
岩手電気通信

4 • 27 14 : I 0 4 • 3 0 20 : 30 

岩東北屯手力杯支式芸店社 4 . 27 16 : 0 0 4 • 2 8 17 : 30 
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12) 災害応急対策

ア 気象予報の伝達

県は、盛岡地方気象台から通知を受けた気象予報について、気象予警報等事務処理規程に基づ

き、岩手県防災行政無線によって市町村長、消防本部消防長等に伝逹した。

予 報 の 種類 伝 逹 時 刻
備 考

及び月 日 気象台→県 県→市町村

異常4乾時月燥21注35分日意報
11時 25分 11時 27分 4 時月 29 日

5 15分
11 （受領） （通報） 解 除

強風・波贔浪注意報 11時 30分 II時 32分 4月 28日

4 27 分日 5時 20分
11 20 （受頷） （通報） 解 除

強風4・波時月浪2830注分日意報
21時 40分 21時 42分 4月 30日

16時 50分
21 （受領） （通報） 解 除

イ 自衛隊の災害派遣要請

4月27日の15時12分に室根村から県に対し自衡隊による空中消火のための派述要請があったの

を始め、久慈市、大槌町及び岩泉町から相次いで空中、地上消火のための派逍要硝があった。

県は直ちに自御隊岩手駐屯地司令に対し各被災地に災害派逍要諮を行ったところであるが、自

衛隊は 4月27日～29日までの 3日問にわたり消火活動のため出動した。

今次災害に派逍された自衛隊は、陸上自衛隊及び航空自衛隊を含め延6,208人、ヘリコプター

延47機に及んだところであり、その状況は次のとおりである。

（ア）要請及び派逍日時

地 上 消 火 如工 中 消 火

市 町 村 名 派逍日時 派遣日時
要訥日時 要請日時

（現地到珀） （現地到着）

4月 27日 4月 27日 4月 27日 4月 28日
久 慈 市

19 : 35 22 : 30 16 : 05 5 : 45 

4月 27日 4月切日 4月 27日 4月 28日
岩 泉 町

16 : 3 0 2 2 : 20 I 6 : 3 D 10 : 45 

滝 沢 村
4月27日 14 : 40 出動

西 根 町

4月 27日 4月 28日 4月 27日 4月 27日
大 槌 町 17 : 4 0 

I 8 : 3 0 0 : 00 16 : 05 （取り下げ）

4月 27日 4月 27日

室 根 村 （1 取7り:下0げ0） 15 : 15 
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（イ） 市町村別自衛隊派遣（出動）実紐
(In位：人、台．攘）

胃
久慈 1!i i9：泉 町 滝沢村・匝根町 大槌 町

合計
4 9k7日～ 4JJ”" 4月Z'fI’l-4月蕊[J 4月切日～ 4月幻H 4 fl刀日～ 4月お1-1

延 主 没 公 価 延 E 淡装備 延 上疫装備 延 t疫装備 延 ：l: 災装描

人 延延ヘリコプター A 延延ヘリコプクー f、 紅 延ヘリコプク- 人延延へ'}コプター 人 延延ヘリコプタ_

91 i V ↓It , 1 [ V 
'" V 

919 

ll i!l Oil U-I 107 且 rJ1OH U-1 沿 N JJ,j OH U-l 107 且 ;!l 01-1 u-1 107 i↓出 OHU-l]沿

第 9師 I¥ti,4令部 i'I丘 98 a “ 

第9師tll,i]令部付微 9 6 99 92 訂 99

m 5 "迅iH追似 ‘’ 481 46 4&1 46 

第 胡 行通科追院 八'" 3名沢 322 35 

m 団舒通科迷煎 弘 9iり 959 62 759 6i 

第 9特 t1述院 ;'l f• 氾6 潤 8 2 1, l 75 MO 8 2 l, 4l1 In 

第 9戟 J1[K 隊
4祁'' 939 99 59S OO 

筍 9鞄設 k 舷 八 9•9 江l 3 33 3 

第 9通 {,ik 隊 i'lti 9広3 43 49 99 '"ふ
第 9対戦 tl［隊 9'9 f， OO l2 OO 92 

第 9 {ii 察隊 弘 ，1，/ 90 6 90 6 

第 9 怜i生隊 ’̀9 £t 92 4 92 4 21 8 

m 5，匂射特 t1Bt八,, “4 90 994 ?O 

第 2 特科群 仙台 螂 962 幽 l6、:

東北方面航空隊 98 6 90 ；： 59 ll 邸 99 

第1へ’JコプクーtIl＊如i 却 8 90 2 氾 6 ” 96 

第 9 飛行 隊 八I' g, 4 

＇ 
94 s 69 4 92 

;n 30'.l地区範設隊 19 F a,  緊 7

第305lk地通信,1,隊 '，i麻 98 98 

そ の 他 98 24] 18 2a,ti 

i t 9，暉 23 1 6 8 鵡 2 2 Z 3,100 四 5 " 9幽 I“ 6，露 736 12 !9 16 

ウ 災害救助法の適用

滅失世帯拮準に逹した久慈市に対し、災害救助法を適用し救助を実施した。

（ア）適用市町村 久慈市

（イ）適用日時 昭和58年4月27日 19時30分

（ウ） 久慈市の人的及び住家被害状況

死 者 重傷者 軽傷者 計

人的被害
4人 4人

区 分 棟 数 世帯数 人 員 被害額

住 全 焼 45棟 61世帯 211人 505, 762千円

家 半壊（焼） 一 棟 一世帯 一 人 一千円

被 一部破損 4棟 4世帯 9人 688千円

告 非住家被害 75棟 一世帯 一人 41,295千円

計 124棟 65世帯 220人 547, 745千円
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（エ）救助の内容

闘 救助の種類 救 助 の 内 容

医療救助班の出動 0 日本赤十字社岩手県支部医旅班（医師 1名、看護婦 3名、

その他 3名、救急車 1台、救援車 1台）の出動

0期 問 4月27日～28El 

0医旅救設の内容

避難者に対する血圧測定の実施及び精神安定剤、眼薬

等の投与

応急仮設住宅の設骰 仮 設 住 宅
部落名 共 同 浴 場

世 帯 数 家 族 数

子 I 4 1 (UB-4) 
県

浜埜小跡 8 27 1 ( 99 ） 

舟 渡 2 5 1 (UB-1) 

大 尻 8 46 3 (UB-4、UB-1)

計 19 82 6 

注共同浴場 UB-1型 2. 9面

UB-4型 7. 8面

0工事期間

仮設住宅 5月2日～ 5月4日

共同浴場 5月13日～ 5月21日

避難所の設侶
設 骰 場 所 収容延人員 設訊期間

久慈市礁村センター 30人 4/28 - 4/29 

久
中央公民館長内分館 24人 99 

市立三崎中学校 36人 99 

久 喜公民館 31人 " 
宇部公民館 13人 " 

慈
市 立青年の家 26人 99 

計 160人 " 

市
罹災者の救助 巡視船あぶくまの警備救難艇 2隻で大尻地区避難民28名

を救出し、宮城建設闊曳船第 5宮城丸に移乗させ救助した。

0実施日 4月27日

0対象者数 28人
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塁農 救助の種類 救 助 の 内 容

炊出し、その他による食品 0実施期間 4月27日～30日

の給与 0給与食数 延5,260食（被災者分）

飲料水の供給 0実施期問 4月27日～28日

0対象人員 1,213人

久 0供給屈 6,760£ 

被服、寝具、その他生活必 0給与対象者 61世帯211人

需品の給与 0給与物品

タオ）レ 433本、バスタオル206本、タオルケット 135枚、

毛布 137枚、雨具61茫i・

慈

学用品の給与 0給与対象者 小学生 11人

中学生 6人

計 17人

0給与物品

ノート 236冊、鉛箪 296本、巡動靴 17足

市

物資の輸送（生活必需品、 0実施期間 4月30日～ 5月6日

救援物資の輸送） 0 トラック使用台数 延32台

人夫屈上げ（物査配分） 0実施期間 4月30日～ 5月2日

0屈上げ人夫数 延23人

工医療対策

県立久慈病院が日本赤十字社岩手県支部の医療救護班と連携し、被災者の避難場所等において

健康状況について確認指専を実施した。

派 述 人員 医師 1名

期問 4月27日

オ防疫対策

久慈保健所は、焼失家屋の術生的処理について久慈市災害対策本部と協議指専を行い、久慈市

において薬剤散布を実施した。

実 施 期問 4月30日

使 用 薬剤

力 災害廃棄物の処理

生石灰 400kG 

火災によって発生した廃棄物の処理について、久慈保健所及び久慈市災害対策本部と協議を行

い、久慈市において実施した。
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実施期間

廃棄場所

処理屈

キ 救援物資の輸送

4月29日～ 5月2日

久慈市侍浜最終処分場

262トン

久慈市に対する救援物汽の無料輸送について、国鉄及び巡送事業者の協力を得て次のとおり実

施した。

事 業 者 名 実 施 期 問

日 本 国 有 鉄 道 4月28日～ 5月27日

日本通迎株式会社 4月30日～ 5月31日

佐川急便株式会社 4月28日～ 5月20日

三八五貨物自動車巡送株式会社 99 

4 社

ク 文教対策

県及び久慈市は被災した児童•生徒に対し教科書の給与及び就学援助等の措骰を講じた。

（ア）教科書の給与（久慈市）

学 校 名 被災者数
教科書

備 考
給与者数

小 長内小学校 11人 11人
． 

[ 長内中学校 6人 6人

計 17人 17人

久慈高長内分校 2人 一人 教科書を焼失しなかった。

高

等 久慈工業高校 1人 1人 学校側で手当した。

学 久慈水産高校 11人 IO人
1名について教科害を焼失し

校
なかった。

計 14人 11人

昭和58年 5月6日給与完了

（イ）就学の援助（久慈市）

学 校 名 人 員 給 与 額

長内小学校 9人 123,000円

長内中学校 5人 224,000円

計 14人 347,000円
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（ウ）授業料の減免（岩手県教育委員会）

学 校 名 家屋焼失 漁船・漁具等焼失者 計

久慈工業高校 1人 一人 1人

久慈水産高校 11人 10人 21人

計 12人 10人 22人

（エ） 育英賢金の特別又は応急貸付措皿（日本育英会）

学 校 名 人 員

久慈農林高校 1人

盛 岡 第一高校 1人

計 2 校 2人

ケ警備対 策

（ア）警察本部

15時40分警備部警備課内に岩手県警察強風下災害対策室を設骰し、県下各署に警戒警備体制の

強化と火災発生署に対する支援体制の準備を指示したが、被害が増々拡大する恐れがあったこと

から16時に警察本部長を長とする岩手県警察本部強風・火災災害警備本部を設四するとともに、

県下 9署にそれぞれ地区警備本部を設附し、 4月29日まで県下各署で約 2,000名の警察官を動貝

し、被災地の警戒警備、避難誘専、交通規制、広報活動及び通信確保等の活動を行った。

（警備部隊応援派逍の状況）

区 分 久 慈 署 下 岩 手 署 下

指 揮 者 警 察 本部長 警 備 部 長

機 動 隊 20人 18人

本
交通機動隊 4人 6人

高 速 隊 10人

特別捜査班 15人

部
広 報 班 5人

警 備 部 貝 3人

警 務 部 員 5人

員
機動通信隊 6人

機動捜査隊 6人

機動鑑識班 3人

盛 岡 署 30人 70人

宮 古 署 10人

戸 署 10人

計 118人 103人
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（イ） 八戸海上保安部

4月27日久慈酒に荒天のため仮泊中の巡視船「あぶくま」が林野火災を視認し、同日 17時30

分沿岸に避難中の住民に対する救助活動を発動した。

また、同日 18時10分久慈市災害対策本部ならびに18時45分岩手県災害対策本部からの避難民

救助の災害派逍要睛に基づき、巡視船「つがる（函館）」、「しもきた（八戸）」、「まつしま（塩釜）」

及び「えりも（釜石）」を急きょ久慈湾に応援派逍するとともに、同日20時に八戸海上保安部に

久慈地区火災対策本部を設附し、応急活動を実施したが、その概要は次のとおりである。

① 巡視船「あぶくま」とう載の警備救難艇2隻により大尻海岸に避難中の住民28名を救出した。

② 通信連絡班を久慈市災害対策本部に派逍するとともに通信途絶地区へ各巡視船乗組員を派

述し、無線による通信連絡系統を設定し情報連絡を行った。

③ 巡視船及び航空機により被害状況及び火勢の動向を凋査し、久慈市災害対策本部にその状

況を通報した。

コ その他の救援、救護対策

（ア）応急仮設住宅の供与

久慈市は、家屋の焼失した世帯に対し、市の単独事業として応急仮設住宅18戸を建設し供与

した。

仮 設 住 宅
部 落 名

世 "面f 数 家 族 数

子 5 20 

浜 埜 小 跡 5 14 

大 尻 8 33 

計 18 67 

1イ）見舞金の交付

① 災害弔慰金の交付

強風災害により花巻市で死亡した者(!名）の遺族に対し、同市から災害弔慰金の支給に

関する法律に基づき災害弔慰金が支給された。

R 小災害見舞金の交付

住家の滅失率が一定基準に逹した町村の被災世帯に対し、岩手県小災害見舞金交付内規に

基づき見舞金を交付した。
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市町村名 世帯数 交付額 交付月日

岩 泉 町 3 18,000円 5月4日

西 根 町 2 37,000円 99 

松 尾 村 3 26,000円 ’’ 
計 8 81,000円

③ 岩手県共同募金会の見舞金の交付

岩手県共同募金会は、久慈市の被災世帯に対し見舞金を交付した。

交付日 4月30日

交 付 額 被災 1世帯当り 5,000円

世 帯 数 61世帯

（イ）救援物斑の配付

日本赤十字社岩手県支部は、被災者に対し次のとおり救援物資を配付した。

区 分 毛 布 日用品セット 夕 オ Jレ ノゞスタオル お見舞品セット

久慈市 267 枚 217 糾 244 枚 122 枚 126 糾

西根町 5 5 6 3 4 

松 尾 村 6 6 3 

葛 巻 町 5 5 2 

岩 泉 町 4 4 3 

計 287 237 250 125 138 

（ウ）専売品の交付

日本専売公社盛岡支局は、災害救助法が適用された久慈市災害対策本部に対し、たばこ及び

食塩を交付した。

品 名 数

たばこ（キャスター）

散

I, 935個

交付月日

4月 28日

食 塩 Ic100 g入） 63袋 99 

（エ）減免措置

久慈市及び西根町は、県、市町民税等について次のとおり減免措骰を講じた。
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① 県、市町民税等の減免

二
久 慈 市 西 根 町 計

対 象 減 免 額
対 象 減免額

対 象
減免額

者 数 者 数 者 数

； 税

県 民 税
人

72t'I] 
人

ぶq
人

77t円

50 3 53 

市（町）民税 I, 259 92 I, 351 

小 計 50 1,984 3 145 53 2, 129 

人 人 人

固定賢産税 44 !, 376 2 74 46 I, 450 

国民健康保険税
贔{ll

3,830 
日；

163 
2塁{};

3,993 

人 人 人

ム口
県 税 50 725 3 53 53 778 

市（町） 税 1人22世帯 6,465 
情ii;

329 
1人28世帯 6,794 

計
計 7,190 382 7,572 

② その他の減免措附

久 慈 市
項 目 備 考

世 帯 数 減 免 額

国民年金保険料 26 世帯 3,853 千円

保 育 料 3 650 児童 5人

計 29 4,503 

は1災害たすけあい運動の実施

岩手県共同募金会ほか県内報逍機関等の協力を得て「久慈地域災害たすけあい運動」が実施

され、 89百万余円の浄財が寄せられた。

主唱団体 岩手県共同経金会、日本赤十字社岩手県支部、岩手県社会福祉協議会

闊岩手日報社、 NHK盛岡放送局、岩手放送闘、テレビ岩手僻

実施期間 4月28日～ 5月20日

募 金 額 89,647,378円

(3) 復旧対策

ア林業関係

今次林野火災による森林被害は、久慈市ほか 8市町村に及び、国有林172ha、民有林2,720haが
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被災した。

このため、県は森林災害について激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律に

基づく局地激甚災害に指定するよう、政府等関係機関に強く要請した結果、昭和58年 6月17日久

慈市及び岩泉町の林野火災が局地激甚災害に指定され、森林災害復旧事業に対し、国の財政援助

措四が講ぜられることとなった。

（市町村別森林被害面梢）

国 有 林 民 有 林 計

市 町 村
人工林 天然林 計 人工林 天然林 計 人工林 天然林 計

大船渡市
比 ha ha 

0. 6『
ho 

0. 6~ 0.揺
ha . 0. 6h0 a 

久 慈 市 270. 46 602. 15 872. 61 270. 46 602. 15 872. 61 

西 根 町 149. 54 8.01 157. 55 62. 96 17. 46 80. 42 212。50 25.47 237. 97 

紫 波 町 0. 50 0. 50 0. 50 0. 50 

石烏谷町 10. 20 13. 74 23. 94 10. 20 13, 74 23. 94 

東 山 町 0. 16 0. 16 0.16 0. 16 

室 根 村 11. 00 11.00 5. 91 5. 91 16. 91 16. 91 

大 槌 町 81. 55 29. 36 110. 91 81. 55 29. 36 110. 91 

岩 泉 町 3. 00 3. 00 513. 32 1. 112. 66 1,625.98 513. 32 I, 115. 66 I.628. 98 

計 161. 04 11.01 172. 05 945. 00 I. 775. 53 2,720.53 1,106.04 1,786.54 2,892.58 

Iア）森林国営保険等の早期支払

被災した民有林（人工林） 945hoのうち森林国営保険等の加入は392hoで、そのてん補率は被

害面甜の41％であり、また被害額の19％となっている。

これら森林国営保険等の早期支払について、関係機関に強く要硝した結果、 58年7月末に支

払が完了した。

（森林火災の損害てん補の状品）

被 災 面 梢 被害額 てん補面梢 てん補額

加

945 

保険金の支払

森林国営保険

森林災害共済

百万円

!, 211 

5月末45%

6月末30%

In 百万円

392 234 

6月末 100%

7月末 100%
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（イ） 治山事業

被災林地に係る地すべり等の二次災害を防止するため、緊急治山事業として58年 6月補正予

算において治山ダム12拮の建設予符を措骰し実施することとした。

市 町 村 治山ダム 事 業 伐

久 慈 市
/.( 76, 766 千Pl5 

西 根 町 1 5,314 

大 槌 町 5 54,984 

岩 泉 町 I 9,411 

計 12 146,475 

（ウ）林道事業

被災林地の林業生産抽盤の整備促進を図るため、国庫補助林逍 4路線及び県単独補助林迅 4

路線を整備することとし、 58年 6月補正予算において予符措骰した。

なお、県費の負担割合をそれぞれ 5％上梢して助成することとした。

国限補助事業 県単独補助事業
市 町 村

路線数 延 長 事 業 伐 路線数 延 長 事 業 費

久 慈 市 2 4,600 m 72, 980T•I’J 2 1,000m 13,000 :I-1 

大 槌 町 1 600 37,340 1 500 30, DOD 

岩 泉 町 1 2,000 77,200 1 500 20,000 

計 4 7,200 187,520 4 2,000 63,000 

（エ）復旧造林事業

被災した林地の復旧造林を図るため、跡地造林20ha、跡地整理115ha及び作業路 5kmの事業

を実施することとし、 58年 6月補正予算において予箕措骰した。

なお、局地激甚災害の指定地域以外に係る複旧造林事業については、局地激甚災害の補助率

と同率となるよう県費の揺上げ補助を実施することとした。

市 町 村 跡地造林 跡地整理 作 業 路 事 業 毀

久 慈 市
5 ha 50 ha 2,500 IIl 24, 67{1,l 

西 根 町 5 15 500 8,740 

大 槌 町 5 20 500 10,445 

岩 泉 町 5 30 1,500 15,855 

計 20 115 5,000 59,715 

（オ）林業被害に対する融汽
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林野火災の復旧に対する融究については、造林汽金の融汽と林業改善汽金貸付金が適用され

るが、これら汽金の融資について指報を行った。

（力） 空中写真撮影

森林の被災状況調査及び災害復旧対策に質するため、民間航空会社に委託し、空中写真撮影

を行った。

委託期間 5月12日～ 6月6日

イ 水産関係

久慈市において発生した林野火災は、折りからの強風によって玉の脇、二子、舟渡及び大尻地

区の海岸地域に延焼拡大したことにより、漁家、漁業施設及び漁船等に甚大な被害をもたらした。

これら樵業関係施設の復旧については、沿岸漁業推進資金の融賢及び新沿岸礁業構造改善事業

補助金の遅入により復旧の推進を図ることとしているが、その状況は次のとおりである。

（水産関係被害）

共 I,ifii Ii]施設 非 jt|＇，1{ll/1]施設 菰1 船 漁 具 組水産合在業庫協品1,,j 

施

［ 致

数 lli 施 経 致 単 規 経 隻 種 経 数 単 種 数

設 設
営 営 営

体 体 休

名 駄 位 名 数 批 位 校 数 数 類 数 航 位 類 趾

事 務所 I 2棟 加工作業場 5 7棟 無 勁力船 18 21 漁網綱 9,j 56,521 式 冷棟品 187 

介 庫 I 4 棟 浜小 Ill. 80 123 棟 載l5 t未満 72 叩祝1 具 9,1 7,597 式
ヵ

冷棟工場 I 1棟 機路具 28,635 屈 船 5 t以上

打線放送 I 2糾 その他 2,059 式

種i'且センクー I l棟

（ア） 漁1業許可証の再交付

樵船保険の支払に必要な礁船抹消登記及び固定式刺網漁業等の礁業許可証の再交付13件を 5

月3日までに完了した。

（イ）礁船保険給付金の早期支払

被災した樵船は 120隻（動力船99隻、無動力船21隻）であり、このうち保険加入船は85隻とな

っている。

この漁船保険給付金の早期支払について県漁船保険組合に対し、その早期支払を要請したと

ころであるが、 5月4日に全損漁船60隻に対し給付金の仮払いが行われ、 6月中旬までに分損

漁船25隻に対する給付金の支払が完了した。

（漁船保険加入状況）

被害 礁 船 数

動 力 船 I無動力船 I ~t 

保険加入漁船数

動力船 1 無動力船 1 計
保険給付金

鉛 21 120 85 

゜
85 31,501 

千円

-108-



（ウ）新沿岸漁業構造改善事業

58年度新沿岸構造改善事業として、次の共同利用施設の整備について助成することとした。

施設名 地 区 名 構 造 面 梢 事業費 受益戸数

木2造階建高床2棟式 延 872.73 rr 
千円 戸

漁船漁業用作業
大尻地区 30,900 36 

保管施設 二子地区 木造1平家棟建 556. 48 16,280 28 

水 産 物
玉の脇地区 鉄骨1造平棟家建 145, 80 11,646 54 

荷捌施設 99 鉄骨1造棟上屋 290. 71 16,500 

（エ）水産被害に対する融資

被災樵船及び礁具類等の円滑な供給が図られるよう漁協及び業界に要請するとともに、沿岸

礁業構造改善事業推進資金の融資の活用を指郡した。

（沿岸漁業構造改善事業推進資金の融資状況）

区 分 件 数 融 資 額

無動力船
件 325 千円

.ii.（l I 

動力船 14 11,187 

船
小 計 15 11. 512 

船外機エンジン 2 529 

浜 小 屋 7 5,535 

そ の 他 7,094 

計
（利用実件数）

24,670 22 

ウ 農業関係

農業関係の被害は、強風による水稲育苗ハウス及び野菜ハウスの倒壊等の農業施設被害が主で

あるが、殷作物の被害については、水稲苗の管理の徹底したことにより被害を最少限度に防止できた。

（股業被害の状況）

農業施設被害 農作物被害 家 畜 被 害

施 邑u 名 被害量 作 物 被害量 家 畜 被害量

水稲育苗ハウス 8,400棟 水 稲 苗 10, 700箱 乳 牛 2頭

野菜ハウス 1,890棟 野 菜 101.1 ha 肉 牛 2頭

畜 舎 ・ 鶏 舎 等 132棟 葉 た ばこ 176. 0 hn プロイラー 300羽

採 卵 鶏 3,000羽

-109-



Iア）農作物被害回復緊急指郡

報道機関を通じ、被害苗への泄水及びシート被覆などによる保温等の緊急措骰を呼びかける

とともに各股業改良普及所に対し、技術対策指針をもって指郡の徹底を期した。

また、専門技術員班が被害現地に出向き、現地調査及び指迎を行った。

1イ）種苗及び営殷用査材の確保指等の実施

水稲苗が不足する地域は、農協又は市町村内で融通し合い、適切な利用が図られるよう指群

した。また破捐したハウスのビニール等について、円滑な供給が図られるよう業界に要諮を行

った。

｛ウ）股作物災害復旧事業

被害農作物の播直し等に対し、次のとおり助成した。

作 物 市 町 村 事業 紐 事 業 毀 補 助 金 補助対象

花 巻 市 23血 2, 779•C 926 ,'l'l 苗の購入費

玉 山 村 12 !, 530 510 ” 
水 稲

矢巾 町 178 357 119 99 

小 計 213 4,666 1,555 

西根町 23 3,230 I, 076 種子等の購入費

滝 沢 村 4 719 239 99 

野 菜
松尾村 ， 1, 698 566 99 

小 計 36 5,647 1,881 

計 6市町村 249 10,313 3,436 

（エ）牒業被害に対する融狩

被災地域が 3年連続の冷災害地域であることに鑑み、被災J塁業者の経営を早急に再建するた

め、自作製維持汽金の融斑枠の確保と早期配分等を国に要諮した結果 15,000千円の配分があり、

その融資状況は次のとおりである。

斑金名

自作股維持資金

件 数

11件

融資額

14,100千円

備 考

工商工関係

政府系金融機関の地元支店及び岩手県信用保証協会に対して円滑な汽金貸出し及び保証実施の

促進を要諮するとともに、久慈市内に臨時金融経営相談所を開設し、被害者の金融経営相談に当

たった。

臨時金融相談所の開設

期日 5月6日（金）

場 所 久慈市漁業協同組合魚市場大会議室

参加金融機関等 商工組合中央金庫、中小企業金融金庫、岩手県信用保証協会、久慈商
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工会議所、岩手県、久慈市

オ土木関係

被災地域に係る緊急防災用道路改良事業、緊急砂防事業及び港湾災害復旧事業等について、昭

和58年度事業として次のとおり実施することとした。

（ア）逍路改良事業

事 業 名 路 線 名 施行個所 施行散 事 業 費

小一般袖県海道岸線
L= 230 m 千円

逍 路 改 良 玉の脇～大尻 W=  5.5(9.5)m 24,000 

県 単 舗 装 新 設 " " ” 12,000 

県単道路災害防除 99 小袖
L~ 180 m 20,000 ポケット式ロックネット

計 56, ODO 

（イ） 緊急急傾斜地崩壊対策事業

施 行 個 所 施 行 内 容 事 業 1<

コンクリート張工
千円

大槌町本町 L = 21.5 m 
15,000 

" 桜木町
擁壁工 16,000 
L= 54 m 

計 31,000 

（ウ）緊急砂防事業

施 行 個 所 施 行 内 容 事 業 毀

堰躯堤体工 H=6m L=5面Jm 
千円

大槌町桜木一の沢 コンクリート I. 023 42,000 

桜木二の沢 堰躯体堤工 H-5m L=75 m 
61. 200 ’’ コンクリート 1,718面

岩泉町沢口沢
堰艇堤体工 H-8.5 m L-44. 9 m 

コンクリート 2, 155 nl 88,200 

久慈市玉の脇川 堰躯体堤工コ H=7 m L=43 m 
51. 000 ンクリート I. 086 n1 

99 大尻川
堰躯堤体工コ H-9.5 m L-72 m 

ンクリート 2,288面 85,500 

計 327,900 
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（エ） 通常砂防事業

施行個所 施行内容 事業費

大槌町城山沢
堰堤工 H = 2. 5 m L = 15.7 m 
躯体コンクリート 300面

千円

15,000 

は1港沌災杏復旧事業（県単独災害復旧事業）

事業名

オイルフェンス賂備事業

名

港

湾

慈
港

久

事業費

19,200千円

カ 上水道施設関係

久慈市大尻地区及び二子地区の箇易水道施設に係る屯柱及びケープルが被害を受けたところで

あるが、 4月28日に久慈市が応急措附を講じ、恒久工事は 8月5日から 8月15日に実施し復旧し

た。

キ電話、電信

火災・強風災害の発生に伴い、日本屯信屯話公社岩手屯気通信部では、岩手屯気通信部及び各

屯報屯話局（盛岡、釜石、久慈、岩泉、岩手）に災害対策本部を設四した。

（被害の概要）

区 分 被 害 数

屯 柱 118 本

架空 ケ プル 10,841 m 

s D ワ イ ヤ 5,190 m 

軍 ヰiu 機 65 個

月1 込 線 307 件

保 安 器 71 個

屋 内 線 61 件

応急対策活動は、作業員延 672人を投入して行われ、 4月30日19時、久慈局の回復確認で、全

回線復旧終了となった。

（応急対策の内容）

Iア）通信部災対本部と被災局災対本部問の連絡を専用回線により常時情報交換可能な状態に処皿

1イ）被災状況調査班の出動

（ウ）復旧作業計画策定と復旧作業及び進行状況の報告

（エ） 消防活動、逍路交通等の障害となる焼失設備の除去（久慈局）

け） 通話の異常ふくそう対策として、 50％の通話規制を実施
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伽臨時回線及び特設公衆電話等の設阻（久慈局）

報道機関等 22回線

屯報用臨時 2 " 

特設公衆等 30 " 

（キ）臨時屯報屯話取扱所の開設（久慈局・ 1箇所）

（ク）広報車による地域住民への梢報提供及び周知活動

（ケ）報道機関に対し、被災現地通信設備の被災状況、回復見込等の情報提供

ク電力

強風による飛来物、樹木の倒壊等により配屯線等に被害が生じ、林野火災の発生に伴い被害の

拡大が予測されたため、東北屯力株式会社岩手支店では第一非常体制を発令し、岩手支店総務部

内に非常災害連絡室を、関係営業所（盛岡、久慈、宮古、釜石）に対策本部を設附した。

（被害の概要）

支持物（屯柱）

171柚

屯 線 変 圧 器 開 閉 器

170条スパン 20台
ー 台

復旧作業は、作業員延 673人、使ll]車両延 167台、ヘリコプター 1機を使用して行われ、 4月

28日16時46分に最終事故復旧がなされた。

（復旧作業の内容）

（ア） コンクリート柱、複合柱を使Jllした屯柱建柱及び建替工事

（イ）屯線張替工事

（ウ） 開閉器及び変圧器揚替工事

（エ）支線工事及び引込線工事 等

ケ 市町村の林野火災に対する財政措置

久慈市に対し、普通交付税 6月概算交付額の30バーセントにあたる 164百万円が 5月11日に繰

上げ交付された。

コ 民生関係

（ア）災害見舞金及び義援金等

今次災害に対し、天皇、皇后両陛下から御見舞の御下賜金をはじめ、県内外から多くの浄財

及び救援物資が寄せられた。

これら見舞金及び義援金等については、久慈市を通じ被災者に贈られたほか、災害復旧対策

事業に充てられた。
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（災害見舞金及び義援金等の受入状況）

取 扱 区 分 泣又， 入 金 額 備 考

岩 手 県 9,225,000 円 災害見舞金

久 慈 市 61,339,444 （県の取扱分],114,426円）

日 本 赤 十 字 社 67, 145,460 

久慈市災苫たすけあい巡動 89,647,378 

計 227, 357, 282 

救援物賢の受入

救援物斑 40,400点

（衣類80%、寝具10%、食料品 5%、家財迅具 2%、その他 3%） 

（イ） 災宵援訛汽金等の貸付

被災者の生活再建に臼するための災害援設究金等について、次のとおり貸付が行われた。

資 金 名 世 帯数 貨 付 額 備 考

災害援設骰金 18 32,400千円 久慈市

世 帯 更 iE骰金 24 15, 110 99 

母 子 福 祉 そi金 I 550 99 

計 43 48,060 

9. 火災防ぎょの検討

(1) 火災防ぎょ検討会実施状況

将来予想される林野火災の予防、防ぎょ活動あるいは防災体制の充実に斑するため、各市町村にお

いて火災防ぎょ検討会が実施された。

県が参画した火災防ぎょ検討会は次のとおりである。

（ア）主催岩手県

日 時 昭和58年6月3日、 4日

場所 盛岡市岩手労働福祉会館

出席者 19機関47名
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所 屈 職 名 氏 名

自治省消防庁地域防災課 課長補佐 山 谷 成 夫

特殊災害係長 石 J I I 増 弘

岩手県総務部消防防災課 課 長 山 ロ 硝 三 郎

課長補佐 土 稲 正 雄

副主幹兼消防係長 葛 忠

防災係長 小山田 宏

予防係長 関 村 吾 朗

消防学校 校 長 藤 原 和 夫

上席削防教官兼教務科主任 藤 原 昭

主任梢防教官 佐 藤 硝

林業水産部林業課 課 長 佐 々 木 和 巳

久慈地区広域行政事務組合梢防本部 消 防 長 久 慈 洋

久慈梢防署長 松 村 又 蔵

消防諜長 船 進

盛岡地区広域行政事務組合消防本部 梢防長 外 村 繁 男

梢防次長 太田代 質

消防諜長 大 谷 政 司

盛岡消防署長 山 本 貞 男

紫波梢防署長 小 平 芳 孝

梢防課長補佐 吉 田 統一郎

” 平 野 進

盛岡消防署次席 武 田 吉 次

西根分署長 松 尾 勝 彦

盛岡消防署消防係長 藤 原 靖四郎

紫波消防署消防係長 吉 田 好 明

本部消防主任 山 ロ 昇

施沢分署長代理 高 柄 善

宮古地区広域消防組合消防本部 警防課長 白 烏 定 男

岩泉消防署長 畠 山 忠 男

大槌町消防本部 消防長 岩 問 和 郎

大槌町消防署次席 中 村 昌 道

両磐地区消防組合消防本部 消防長 千 田 功

室根分署長 小 岩 喜 久 雄

花巻地区消防事務組合消防本部 消 防 長 柳 田 満
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所 属 職 名 氏 名

花巻地区消防事務組合消防本部 石烏谷分署長 佐 藤 消 六

大船渡地区消防組合消防本部 大船渡消防署次席 大 畑 信 吾

住田分署長 菊 池 将 郎

三陸分署長 佐 藤 光 雄

本部警防係 新 沼 右 近

胆沢地区消防組合消防本部 次 長 熊 谷 泰 治

北上地区消防等組合消防本部 北上消防署次席 高 橋 喜久雄

遠野地区消防事務組合消防本部 消防長心得 菊 池 信

二戸地区広域行政事務組合消防本部 消防長 久保田 喜一郎

陸前高田市消防本部 消防長 佐々木 郎

釜石市消防本部 消防長 阿 部 哲 夫

江刺市消防本部 江刺市消防署長 及 JII 附 治

陸上自衛隊第 9特科連隊 連絡幹部 石 井 金 一 郎

1イ）主催久慈市

日時 昭和58年6月14日

場所 久慈市久慈地区県合同庁舎

出席者 18機関46名

所 屈 職 名 （階級） 氏 名

久 慈 市 助 役 日 沢 ,c,.h • 坦.,9. 

総務部長 小 向 雄 幸

久慈地区広域行政事務組合消防本部 消防長 志 賀 竹 次 郎

消防署長 松 村 又 蔵

消防課長 船 進

総務課長 吉 田 虎之助

署次席 小屋畑 勝 造

本部予防係長 兼 田 定 男

署警防係長 山 本 正 雄

久慈市消防団 団 長 谷 地 左 平

副団長 大 向 武 志

” 久 慈 仁 八

” 久 慈 昭

普代村消防団 団 長 熊 谷 儀
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所 屈 職 名 （階級） 氏 名

普代村消防団 副 団 長 嵯 峨 初三郎

99 佐 藤 ロむ・ 

種市町消防団 副 団 長 大 入 幸 吉

本部長 高 城 邦 夫

副本部長 石 手 洗 勇

野田村消防団 団 長 月・ l・ j 田 公 司

副 団 長 中 村 拓 雄

99 南 Ill 好

本部長 中 野 勉

山形村消防団 団 長 二 ツ 神 武 蔵

副 団 長 消 水 吾

本部長 下斗米 敬 垣‘99• 

分団長 長 内 定

大野村消防団 団 長 飛 烏 嘉八郎

分 団 長 山 村 正 幸

’’ 提 内 武 治

陸上自衛隊第 9特科辿隊 辿絡幹部 倉 本 信 幸

陸上自衛隊第 9師団 防衛班長 石 坂 致 昭

八戸海上保安部 警備救難課長 田 畑 春 男

久慈警察署 署 長 古9口J 橋 和 人

外勤課長 田 中 敬 吉

久慈営林署 署 長 磯 山 古I山J 雄

久慈県税事務所 税務課長 嵯 峨 良 雄

久慈農林事務所 林務課長 竹 内 政 由・

県林業課 森林保護係長 福 田 匡四郎

技 師 佐 藤 順

岩手県消防学校 上席消防教官兼教務科主任 藤 原 昭

主任消防教官 佐 藤 消

県消防防災課 課 長 山 ロ 清三郎

副主幹兼消防係長 葛 忠

予防係長 関 村 吾 朗

主 事 松 岡 博
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(2) 検討結果

火災防ぎょ検討会では、予防、警戒、体制、防ぎょ活動、施設整備等あらゆる角度から検討が加え

られ、今後の林野火災対策のあり方について多くの教訓を得たが、その主要なものは次のとおりであ

る。

項 目 反 省 点 対 策

l．山林管理 除間伐等の山林管理が十分でなかった 消防、林業関係者が密接な連携を図り

ため、荘火物が地表をおおい、飛火延焼 ながら、防火帯の設附、除間伐等の徹底

拡大の大きな要因になった。 等“火事に強い山造り”のための山林管

理を梢極的に推進する。

2．予防広報 広大な山林をかかえている中で、山火 立看板、横断酪等目に見えるものの活

事防止の予防広報、巡視、警戒の徹底は 用、更には、航空機による空からの広報

容易ではなく、特に、不特定多数の入山 を有効に利用するとともに、県民運動と

者（山菜・きのこ採り等）に対する広報 しての森林保設、防火思想の普及啓蒙を

が十分でなかった。 図る。

3．火災警報 被災市町村及び一部事務組合では、火

災警報の発令を検討していたが、発令前

に火災が発生したため、結局火災警報は

，発令されなかった。（近隣の宮古市、山

田町及び新里村では、岩泉町の火災発生

後に、火災警報を発令。）

（その背敗にある問題点）

①発令基準が明確に規定されていない市 ①管轄区域の実梢に応じ、気象の観測地

町村及び一部事務組合があること。 点、方法、発令範囲等の見直しを行う

R一部事務組合においては、管轄区域が とともに、消防計画の整備を図る。

広範囲であるため、気象条件の相違か R火の使用制限をした場合、具体的にど

ら発令が困難な場合があること。 のような問題が生じるか調査研究し、

③火災警報が発令されると、警戒本部の 必要な対策を講じる。

設骰、非常体制等かなりの人的、物的

負担が生じ、また、火の使用制限に伴

う社会生活への影態も大きいことから、

警報発令にかえて、広報、警戒の徹底

で対処している場合が多いこと。

4．指揮統制、 今回の防ぎょ活動には、多数の関係機

情報連絡体 関が関与したが、様々な悪条件の中で、

制 指揮命令、情報連絡が必ずしも円滑に行

われず、広城消防体制下における指揮統

制のあり方について検討を要する面があ

った。
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項 目 反 省 点 対 策

（主な反省点）

①延焼範囲が広範囲に及んだこと、応援 ①林野火災防ぎょ図等を作成し、平索か

出動機関に対する地理案内が不十分で ら地理地形の状況把握や警防戦術の検

あったこと、及び無線機器操作の不統 討を行う。

ーのため、一時無線交信が混乱したこ ②通信、伝令の役割分担を明確にすると

となどから、正確迅速な現場の状況 ともに、自衛隊、海上保安庁の協力を

把握、梢報収集ができなかったこと。 得ながら空、海からの状況把握に努め

R梢報の収集体制が不十分であったため、 る。

現場の状況が把握できず、未確認梢報 ③平時において、無線機器操作方法の教

などで災害対策本部が一時混乱をきた 育を実施し、その熟知を図るとともに、

し報道機関の対応等に適切さを欠いた 災害時においては、屯源切れによる交

こと。 信不通を防ぐため、充屯器、予備屯源

③自衛隊、営林署、応援消防機関等に対 を現場に挑帯する。

して、適切な梢報の提供、指示が不十 ④災害対策本部には、通信施設（有線・無

分であったため、効果的な指揮統制が 線）を集中配訊し、伝逹系統の確立を

とれなかったこと。 図るとともに、関係機関の責任者を常

駐させ、指揮系統、行動の統一を図る。

⑥報道機関用の別室を設け、共同発表の

形で適時適切な梢報の提供を行い、正

確迅速な梢報伝達に努める。

⑥平索から、災害対策本部のあり方、対

応の仕方について研修、訓練し、災害

時における機敏な対応に備える。

⑦応援出動機関に対しては、事前にでき

るだけ詳細に気象、地理及び災害状況

を連絡し、効果的な部隊運用が図れる

よう配應する。また、地理地形、災害

状況に詳しい地元消防職団員を現場に

同行させ、部署位四、防ぎょ活動につ

いて適切な指示の徹底を図る。

5.水 利 防ぎょ活動は、あくまで水による消火 防火水槽の整備充実はもとより、自然

が主体であり、その水利不足が火災拡大 水利の活用を図るために、取水可能な水

の一因であった。 利を把握するとともに、河川沢等への取

付逍路の設皿等、その整備、維持に努め

る。

以上のように、問題点、反省点が数多く指摘された一方、次のような貴頂な教訓も得た。

① 防災行政無線が、住民に対する避難広報に効果的であったこと（大槌町）

② 自主防災組織及び地城住民が、消火活動、炊出し等に大きな役割を果たしたこと（岩泉町、大槌
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町）

③ 山林防災スプレヤーが大いに役立ったこと（岩泉町、大槌町）

④ 海岸地域における海上保安庁及び民間船による海からの救助活動、梢報収集が効果的であったこ

と（久慈市）

⑥ 水利不足を補うために、ミキサー車が活用され威力を発揮したこと（久慈市）

⑥ 自衛隊による空中消火活動が、大変効果的であったこと（久慈市、岩泉町、西根町）

また、今次災害における特徴としてあげられることは、被災地域の多くが、昭和36年の三陸フェー

ン災害をはじめ数多くの林野火災を経験してきた地域であったため、人命、民家の防ぎょを最優先す

るという警防戦術の教訓を十分生かし、悪条件下でありながら死傷者を出さなかったことであり、今

後のこの種の火災対策の真重な教訓となった。

10. 今次災害の教訓をふまえ県が講じた措置

県でば、今次災害から得た反省、教訓をふまえ、次のような措説を講じた。

(11 岩手県防災行政無線システムによる模写電送装置の設置

本県では、昭和55年度から防災行政無線を設四し、災害対策に係る予報、警報、その他の情報の伝

逹の迅速化を推進してきたが、一形の正確かつ迅速な事務処理を図るため、県立病院に防災行政無線

を新たに設四するとともに、盛岡地方気象台、各市町村及び各消防本部に模写屯送装骰（ファクシミ

リ）を増設することとした。（昭和58年度）

(2) 空中消火資機材等の増強

昭和49年度に空中消火資機材等を整備し、林野火災等大規模災害に対処してきたが、このたび、大

型ヘリコプター用資機材を配備するなどその増強を行い、更に県内 3ケ所に分散配備し、効率的迎用

を図ることとした。

①配備年月日 昭和58年10月31日

② 配備場所、種類及び数最
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配備場所
（岩岩機手手県材県消防倉防災学庫資校） 宮防（組古防合地災区消会広防域本館消部） 岩防災資機手材倉県血

紫沢117波第番郡3地矢地割巾1字町大大字宮藤田
宮号古市五月町 2番 1 泊気水仙沢郡住59田番町地世27田米字

究機材等名

水のう型 700 f 19台 7 6 6 

散布装附 1,800£ 4台 4 

2,500 £ 8台 4 2 2 

貯水槽
7,000£ 2台 2 

混 ＾ ロ

機 4台 2 1 1 

粉 砕 機 1台 1 

化学消火剤(MAP) 300袋 150 75 75 

消火液増粘剤(CMC) 92袋 42 25 25 

バッテリーボックス 16個 8 4 4 

(3) 市町村等に対する指導

火災防ぎょ検討会の結果等をふまえ、林野火災防止対策について、次のとおり各市町村長及び各消

防の一部事務組合管理者あてに通知した。

林野火災防止対策について

（昭58.6.25消防第232号岩手県総務部長から
各市町村長及び各消防の一部事務組合管理者あて）

去る 4月27日に異常乾燥、強風下において林野火災が多発し、昭和36年の三陸フェーン災害以来の

大火となったところでありますが、この経験をいかすため、県下の消防機関等関係者の参集を得て 6

月3、4日の 2日問にわたり火災防ぎょ検討会を開催し種々検討した結果、被害が甚大であった市町

村の火災警報の取扱いや対策本部の設四、対応の仕方をはじめ消防機関の消火活動等各般にわたり今'

後の災害対策に十分活かされるようお願いいたします。

記

I. 火災警報の発令

本年 4月23日以降の異常乾燥注意報及び強風注意報が発表されても火災警報を発令しないで単に

消防広報車等による警戒を呼びかけた消防機関が多かったが今後は火災警報基準を明確に規定し、

基部に基づいた措骰をとられたいこと。

11) 火災警報の発令基準については、次の基準（岩手県地域防災計画の異常乾燥注意報の発表基準）

を参考としながら、気象、消防力、火災事例等地域の実情を勘案のうえ整備をされたい。

ア 最小湿度40％以下、実効湿度65％以下で風速 7m/s以上が 2時問以上継続
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イ 最小湿度35％以下で実効湿度60%以下になると予想される楊合

12) 一部事務組合の場合は、管轄区域が広範囲であり、気象条件が著しく異なる場合があるので発

令できないとする向きもあるが、市町村単位にあるいは管轄区域をプロック化するなど管轄区域

の実梢に応じた地域に火災警報を発令するようにされたい。

13) 火災警報の発令権者は、消防法第22条の規定により市町村長とされているが、一部事務組合に

加入している市町村の発令権者は組合管理者になるので、その点が不備な一部事務組合にあって

は速やかに整備されたい。

2. 火入れ等に対する指群の徹底

11) 市町村長は森林法第21条の規定により、火入れに関する許可を行った場合は必ず梢防機関に通

知されたい。

12) 火災とまぎらわしい煙（火人、廃材焼却等）を発するおそれのある行為等については火災予防

条例に晶づく届け出を消防機関にするよう指専の徹底を図られたい。

131 火入れを行う日が、火災予防上危険な気象条件のときは、危険がなくなるまでの間火入れを中

止するよう指群されたい。

141 火入れを行う際は、火入れ地以外に延焼しないよう防火線の設定及び防火体制をとるよう指郡

されたい。また、残火による再燃火災が発生しないよう完全消火を確認させるとともに必要に応

じ警戒に当たらせる等適切な対応について指群されたい。

3. 火災即報の取り扱い

林野火災が発生した場合、 3店知後 3時間を経過しても火勢を鎖圧できない場合は、火災報告取扱

要領（昭和43年11月11日消防総発第 393号消防庁長官通知）により直ちに報告することになってい

るが、今次の火災では報告がされなかったので今後かかることがないよう配意されたい。

なお、延焼が拡大し他の消防機関に協力要請する事態になった場合、状況のいかんによっては自

衛隊の派述要諮にも発展しかねないので火災報告拮準に逹しない場合でも事前梢報として直ちに通

報されたい。

4. 梢報の収集及び伝逹体制の確立

111 市町村で災害対策本部を設附した場合は直ちに県にその旨を報告するとともに県及び防災関係

機関との連絡宜任者を定め連絡の一元化を図られたい。

121 市町村災害対策本部を設阻した場合には現地からの報告、各方面からの照会等パニック現象を

招くことから通信回線の集中管理について、平常時から配意されたい。

131 消防本部には現地からの報告をうけた場合適切な判断ができる買任者を配屈し消火活動の総合

調整ができる体制をとられたい。

(4) 災害現場における消防団が無線を長時間無秩序に交信したことにより指揮本部が現場の状況

をは握できなかったこと、あるいは指揮命令を伝達できなかったため車両の投入、転戦防ぎょ上

混乱を生じた事例がみられたので団員に対し無線操作方法の習熟を図るとともに情報収集の一元
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化、指揮伝逹系統の確立を図られたい。

151 協定により隣接消防団に出勅要諮をした場合はその消防団に対し到着後直ちに災害の概況や

防ぎょ地域の地理、水利状況、消火活動の分担範囲等を可能な限り具体的に説明するとともに地

理地形に詳しい団員に案内させるなど、効果的な消火活動ができるよう配廊し、同時に指揮本部

とも連絡を密にし臨機の措阻がとれるよう指揮命令系統を確立するようにされたい。

5. ヘリコプターの派逍要訥

ヘリコプターの派逍要油については、その時機を失しないよう早期に検討判断し、派追要諮に当

たっては、ヘリポートの位附、気象状況等についても併せて報告されたいこと。

6. 林野火災用消火資機材の整備等

111 林野火災用消火査機材について県、県の出先機関及び営林署のほか各市町村、消防機関の保有

しているものについて保管場所、数拭等を常には握しておくこと。また応援協定している他機関

の保有数屈等についても，凋査しておくとともに今回の災害の経験に鑑み不足分については計画的

整備を図られたい。

121 林野における追路状況、水利個所を図化し常に有事に隙し機動的に対処できるよう不断の体制

を整備されたい。

7. 消防水利の確保

111 ii開防水利の整備については、国庫・県単補助事業及び自治振興基金の活用を図るほか、市町村

単独で秘極的に整備されたい。

121 林野火災の場合、消防水利としては握していない小河川、沢等の活用が重要となるので水利調

杏を実施しその状況をは握されたい。

(3) 水利不足を補うため、ミキサー車の活用が大きな威力を発揮したことから、保有業者の協力が

得られるようその体制を確立しておかれたい。

8. 報逍機関に対する対応

報道機関の待機室を設けないため市町村災害対策本部を占拠され業務が円滑に行われなかった向き

があるので報逍機関に対しては待機室を特別に設附するほか被害状況等の発表については時問を定

めて行うよう予め関係者に周知をはかられたい。

14) 火災予防に係る注意の換起

火災気象通報は、盛岡地方気象台が異常乾燥注意報、強風注意報及び風雪注意報を発表する際、本

文中に「火災の起りやすい気象状態になっているので注意して下さい。」との注意文を入れて発表し

ているが、一屈の注意を換起するため、火災気象通報に加え、下記により各消防機関あてに注意を喚

起することとした。

① 通知方法

防災行政無線消防一斉による。
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R本文

発信者 消防防災課長

宛先 各消防長

火災予防に係る注意の換起について

00注意報が、 0月〇日0時0分盛岡地方気象台から発表され、火災の発生しやすい気象条件にな

っておりますが、費管内の気象条件等もふまえ火災警報発令晶準に該当している場合は、火災警報を

発令する等の対策をとり火災予防に万全を期されるようお願いします。

なお、火災警報を発令した場合は、軍話でお知らせ願います。

11. 資料

過去の林野火災一覧表（昭和20年以降・焼捐面柏IOha以上）

出 火 年 月 日 市 町 村 り災世帯 焼損面梢 損害額

昭和20年 4月13日 下閉伊郡山田町 （不明）世帯
ha （不明）千円1 1,210 

2 22. 4. 17 （旧）東磐井郡大津保村 (”)  1,008 (”) 

3 23. 5. 16 （旧）二戸郡小烏谷村 (99)  202 (,,) 

4 30. 3. 13 （旧）下閉伊郡花輸村 1 198 5,591 

5 4. 12 99 岩泉町 434 18,800 

6 99 （旧） 99 安家村 297 5,000 

7 31. 4. 17 ” 田野畑村 1 1,420 80,670 

8 4. 24 99 99 26 766 493, 145 

， 36.5.27 
久老畑慈村町市、、新、山宮里田村古町市、、普山、岩代形泉村村町、、田野田 I, 088 29,898 3,681, 186 

~29 

10 44.4.29 普代村 I 304 101,450 

11 5. 6 
山形村、大野村、種市町、久 29 3,786 I, 047, 994 
慈市

12 46.4.20 久慈市 66 16,129 

13 4. 21 山 田 町 48 ID, 700 

14 5. 12 大 槌 町 38 31,087 

15 47. 4. 17 江刺市 15 138 
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出火年月日 市 町 村 り災世帯 焼損面稲 捐害額

世帯 ho 十円

16 昭和47年 6月 1日 盛 岡 市 14 

17 48.4.20 山形村 74 7,785 

18 5. 26 - P 町 25 2,300 

19 49.4.23 久慈市 30 11,690 

20 5. 4 99 22 10, 773 

21 5. 12 種 市 町 19 4,610 

22 5. 13 99 35 520 

23 5. 18 JII 井 村 50 13,000 

24 99 釜 石 市 15 446 

25 5. 19 岩 泉 町 10 80 

26 51. 1. 2 三 陸 町 220 229,161 

27 1. 2 釜 石 市 201 441,023 

28 4. 28 軽 米 町 26 8,688 

29 4. 29 種 市 町 68 45,662 

30 5. 14 宮古市 294 114,167 

31 5. 15 葛巻町 140 73,475 

32 5. 24 川井村 24 6,831 

33 52. 4. 18 田野畑村 16 6,443 

34 4. 19 普代村 16 12,052 

35 4. 23 ー 関 市 12 14,858 

（注） 昭和45年以前は主要林野火災のみ掲上した。

（資料：消防年報、「三陸フェーン大火め概況」）

-125-




	目次
	1.　概況
	2.　気象状況
	2.　気象状況
	（1）概況
	（2）気象予警報の発表状況

	3.　火災の状況
	（1）概況
	（2）出火原因
	（3）延焼拡大の状況

	4.　防ぎょ活動
	（1）概況
	（2）出荷状況
	（3）地上消火
	（4）空中消火
	（5）市町村別防ぎょ活動の状況
	ア.　久慈市
	イ.　岩泉町
	ウ.　滝沢村、西根町
	エ.　大槌町


	5.　被害の概況
	（1）概況
	（2）被害総括表
	（3）市町村別被害項目別被害一覧表

	6.　被害現地調査の状況
	（1）県関係
	（2）県議会関係
	（3）政府関係機関

	7.　陳情の状況
	（1）県関係
	（2）県議会関係

	8.　災害の応急対策、復旧対策
	（1）災害対策本部の設置状況
	（2）祭儀応急対策
	ア　気象予報の伝達
	イ　自衛隊の災害派遣要請
	ウ　災害救助法の適用
	エ　医療対策
	オ　防疫対策
	カ　災害廃棄物の処理
	キ　救護物資の輸送
	ク　文教対策
	ケ　警備対策
	コ　その他の救援、救護対策

	（3）復旧対策
	ア　林業関係
	イ　水産関係
	ウ　農業関係
	エ　商工関係
	オ　土木関係
	カ　上水道施設関係
	キ　電話、電信
	ク　電力
	ケ　市町村の林野火災に対する財政措置
	コ　民生関係


	9.　火災防ぎょの検討
	（1）火災防ぎょ検討会実施状況
	（2）検討結果

	10.　今次祭儀の教訓をふまえ県が講じた措置
	（1）岩手県防災行政無線システムによる描写伝送措置の設置
	（2）空中消火資機材等の増強
	（3）市町村等に係る注意の換気

	11.　資料　
	禍根林野火災一覧




